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礼
記
注
疏
訳
注
稿
（
七
）
―
曾
子
問
第
七
（
一
）
―

末
永

高
康

凡
例

一

本
稿
は
阮
刻
十
三
経
注
疏
の
礼
記
曾
子
問
第
七
（
篇
首
よ
り
三
日
衆
主
人

節
ま
で
）
に
対
す
る
訳
注
稿
で
あ
る
。
た
だ
し
、
音
義
お
よ
び
校
勘
記
は

省
略
し
て
あ
る
。

二

底
本
は
嘉
慶
二
十
年
江
西
南
昌
府
学
開
雕
の
い
わ
ゆ
る
「
阮
刻
十
三
経
注

疏
本
」
を
用
い
た
が
、
南
宋
越
刊
八
行
本
等
に
よ
り
底
本
を
一
部
改
め
た

部
分
が
あ
る
。

三

各
部
分
の
冒
頭
に
底
本
に
お
け
る
葉
数
・
表
裏
・
行
数
を
示
し
た
。
疏
に

つ
い
て
は
適
宜
分
割
し
て
経
、
注
の
後
ろ
に
割
り
当
て
て
あ
る
。

四

十
三
経
注
疏
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
「
阮
刻
十
三
経
注
疏
本
」
の
巻

葉
数
を1-2a3

（
一
巻
二
葉
表
三
行
）
、4-5b6

（
四
巻
五
葉
裏
六
行
）
等
の

形
で
記
し
て
お
い
た
。
た
だ
し
、
巻
数
、
行
数
は
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。

【
疏
】
（
一
葉
表
三
行
）

正
義
曰
、
按
鄭
目
録
云
、
名
爲
曾
子
問
者
、
以
其
①
所
問
、
多
明
於
禮
、
故
著

姓
名
、
以
顯
之
。
曾
子
、
孔
子
弟
子
曾
參
。
此
於
別
録
屬
喪
服
。

①
底
本
は
「
其
」
下
に
「
記
」
字
が
あ
る
。『
釈
文
』
引
く
に
従
い
「
記
」

字
を
削
る
。
鄭
玄
『
礼
記
目
録
』
の
多
く
は
「
名
曰
○
○
者
、
以
其
記

…
」
で
始
ま
り
、
「
其
」
が
当
該
篇
を
指
し
、
「
記
」
が
動
詞
で
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
で
こ
の
部
分
を
読
む
の
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
檀
弓
篇
に
つ
い
て
も
正
義6-1a3

引
く
『
鄭
目
録
』
が
「
名
曰
檀

弓
者
、
以
其
記
人
善
於
禮
、
故
著
姓
名
、
以
顯
之
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
釈
文
』
引
く
で
は
「
記
」
字
が
無
く
、
曾
子
問
篇
の
場
合
と
同
様
の

形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
記
」
も
ま
た
衍
字
と
思
わ
れ
る
。

［
書
き
下
し
文
］

正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
『
鄭
目
録
』
に
云
ふ
、
「
名
づ
け
て
曾
子
問
と
為
す

は
、
其
の
問
ふ
所
、
多
く
礼
に
明
ら
か
な
る
を
以
て
、
故
に
姓
名
を
著
は
し
て
、

以
て
之
を
顕
ら
か
に
す
。
曾
子
は
、
孔
子
の
弟
子
曾
参
な
り
。
此
れ
『
別
録
』

に
於
て
は
喪
服
に
属
す
」
と
。

［
現
代
語
訳
］

正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
『
鄭
目
録
』
で
は
、
「
曾
子
問
と
名
づ
け
た
の
は
、
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そ
の
質
問
が
、
多
く
礼
に
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
そ
の
姓
名
を
（
篇
名
に
）
著

わ
し
て
、
こ
れ
を
顕
彰
し
た
も
の
だ
。
曾
子
は
、
孔
子
の
弟
子
の
曾
参
の
こ
と
。

こ
の
篇
は
『
別
録
』
に
お
い
て
は
喪
服
に
属
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

【
経
】
（
一
葉
表
五
行
）

曾
子
問
曰
、
君
薨
而
世
子
生
、
如
之
何
。

［
書
き
下
し
文
］

曾
子
問
ひ
て
曰
く
、
君
薨
じ
て
世
子
生
ま
る
①
、
之
を
如
何
せ
ん
、
と
。

①
諸
侯
の
死
を
「
薨
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
曲
礼

下5-21a

「
天
子
死
曰
崩
、
諸
侯
曰
薨
、
大
夫
曰
卒
、
士
曰
不
祿
、
庶
人

曰
死
」
参
照
。
そ
の
注21a7
に
「
異
死
名
者
、
爲
人
褻
其
無
知
、
若
猶

不
同
然
也
。
自
上
顛
壞
曰
崩
。
薨
、
顛
壞
之
聲
。
卒
、
終
也
。
不
祿
、

不
終
其
祿
。
死
之
言
澌
也
、
精
神
斯
盡
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
曾
子
問

で
は
下
文

18-20b

「
吾
聞
諸
老
聃
曰
、
天
子
崩
、
國
君
薨
、
則
祝
取
羣

廟
之
主
、
而
藏
諸
祖
廟
、
禮
也
」
で
も
、
こ
の
曲
礼
で
の
呼
称
に
従
っ

た
形
に
な
っ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］

曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、
「
君
主
が
薨
じ
て
（
葬
儀
の
最
中
に
）
世
子
が
生
ま

れ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
で
す
か
」
と
。

【
疏
】
（
一
葉
裏
五
行
）

○
正
義
曰
、
此
一
節
論
君
薨
而
世
子
生
、
告
殯
之
事
。
各
隨
文
解
之
。
○
君
薨

而
世
子
生
者
、
按
聘
禮
云
、
子
即
位
不
哭
。
公
羊
云
、
君
存
、
稱
世
子
。
君
薨
、

稱
子
某
。
此
既
君
薨
、
仍
稱
世
子
者
、
以
其
別
於
庶
子
、
又
用
世
子
之
禮
告
殯
、

故
雖
君
薨
、
猶
稱
世
子
、
異
於
春
秋
之
例
。
按
左
傳
桓
六
年
、
子
同
生
。
賈
杜

注
云
、
不
稱
大
子
者
、
書
始
生
。
此
亦
始
生
而
稱
世
子
者
、
彼
爲
父
在
始
生
未

命
、
故
直
云
子
。
此
是
君
薨
初
生
、
則
舉
以
世
子
之
禮
、
故
云
世
子
也
。
熊
氏

云
、
下
稱
奠
幣
于
殯
東
、
則
此
告
世
子
生
、
謂
既
殯
以
後
。
若
未
殯
之
前
、
則

世
子
生
、
亦
不
告
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
此
の
一
節
、
君
薨
じ
て
世
子
生
れ
、
殯
に
告
ぐ
る
の
事
を
論

ず
。
各
お
の
文
に
随
ひ
て
之
を
解
す
。
○
「
君
薨
じ
て
世
子
生
ま
る
」
と
は
、

按
ず
る
に
聘
礼
に
云
ふ
、
「
子
、
位
に
即
き
て
、
哭
せ
ず
」
と
①
。
『
公
羊
』

に
云
ふ
、
「
君
存
す
れ
ば
、
世
子
と
称
す
。
君
薨
ず
れ
ば
、
子
某
と
称
す
」
と

②
。
此
れ
既
に
君
薨
じ
て
、
仍
ほ
世
子
と
称
す
る
は
、
其
の
庶
子
よ
り
別
ち
、

又
た
世
子
の
礼
を
用
て
殯
に
告
ぐ
る
を
以
て
、
故
に
君
薨
ず
と
雖
も
、
猶
ほ
世

子
と
称
し
、
『
春
秋
』
の
例
に
異
な
れ
り
。
按
ず
る
に
『
左
伝
』
桓
六
年
に
、

「
子
同
生
ず
」
と
。
賈
杜
注
に
云
ふ
、
「
大
子
と
称
せ
ざ
る
は
、
始
め
て
生
ま

る
る
を
書
せ
ば
な
り
」
と
③
。
此
れ
も
亦
た
始
生
に
し
て
世
子
と
称
す
る
は
、

彼
れ
父
在
り
て
始
め
て
生
ま
る
る
に
未
だ
命
ぜ
ざ
る
が
為
に
、
故
に
直
だ
子
と

云
ふ
。
此
れ
是
れ
君
薨
じ
て
初
め
て
生
ま
る
れ
ば
、
則
ち
挙
ぐ
る
に
世
子
の
礼

を
以
て
す
、
故
に
世
子
と
云
ふ
な
り
。
熊
氏
云
ふ
、
「
下1b2

に
「
幣
を
殯
の

東
に
奠
く
」
と
称
す
れ
ば
、
則
ち
此
の
世
子
生
ま
る
る
を
告
ぐ
る
は
、
既
に
殯

し
て
以
後
を
謂
ふ
。
若
し
未
だ
殯
せ
ざ
る
の
前
な
れ
ば
、
則
ち
世
子
生
ま
る
る

も
、
亦
た
告
げ
ず
」
と
。

①
『
儀
礼
』
聘
礼
の
、
聘
に
出
た
後
に
本
国
の
君
が
薨
じ
た
時
の
礼
を
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記
す
部
分23-14a

に
「
子
即
位
、
不
哭
」
と
見
え
て
い
る
。
そ
の
部
分

の
鄭
注14a3

で
は
、
「
子
」
を
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
不
言

世
子
者
、
君
薨
也
」
と
解
し
て
い
る
。

②
『
公
羊
伝
』
荘
公
三
十
二
年9-10b

「
冬
、
十
月
乙
未
、
子
般
卒
。
子

卒
云
子
卒
、
此
其
稱
子
般
卒
何
。
君
存
稱
世
子
（
注

10b3

：
明
當
世
父

位
爲
君
）
、
君
薨
稱
子
某
（
注10b5

：
縁
民
臣
之
心
、
不
可
一
日
無
君
、

故
稱
子
某
、
明
繼
父
也
。
名
者
、
尸
柩
尚
存
、
猶
以
君
前
臣
名
也
。
）
、

既
葬
稱
子
（
注

10b7
：
不
名
者
、
無
所
屈
也
。
縁
終
始
之
義
、
一
年
不

二
君
、
故
稱
子
也
）
、
逾
年
稱
公
（
注10b9

：
不
可
曠
年
無
君
）
。
」
こ
の

部
分
の
何
休
注
に
つ
い
て
は
、
『
公
羊
伝
』
文
公
九
年13-16b

「
踰
年
稱

公
矣
、
則
曷
爲
於
其
封
内
三
年
稱
子
。
縁
民
臣
之
心
、
不
可
一
日
無
君
。

縁
終
始
之
義
、
一
年
不
二
君
、
不
可
曠
年
無
君
。
縁
孝
子
之
心
、
則
三

年
不
忍
當
也
」
参
照
。

③
『
左
氏
伝
』
桓
公
六
年
伝6-21b

に
も
「
九
月
丁
卯
、
子
同
生
。
以
大

子
生
之
禮
舉
之
」
と
見
え
る
が
、
こ
こ
は
経6-16a
「
九
月
丁
卯
、
子
同

生
」
に
対
す
る
注

16a5

「
桓
公
子
莊
公
也
。
十
二
公
唯
子
同
是
適
夫
人

之
長
子
、
備
用
大
子
之
禮
、
故
史
書
之
於
策
、
不
稱
大
子
者
、
書
始
生

也
。
」
そ
の
疏

16a6

に
「
適
妻
長
子
、
於
法
當
爲
大
子
、
故
以
大
子
之

禮
舉
之
。
由
舉
以
正
禮
、
故
史
書
於
策
。
古
人
之
立
大
子
、
其
禮
雖
則

無
文
、
蓋
亦
待
其
長
大
、
特
加
禮
命
、
如
今
之
臨
軒
策
拜
。
始
生
之
時
、

未
得
即
爲
大
子
也
。
以
其
備
用
正
禮
、
故
書
其
生
。
未
得
命
、
故
不
言

大
子
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
礼
記
』
内
則
疏28-15b5

引
く
杜
注
で
は

「
不
云
世
子
、
書
始
生
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
こ
こ
で
の

疏
の
議
論
に
適
合
的
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
賈
逵
注
（
『
春
秋
左
氏
解
詁
』
）

は
他
処
で
の
引
用
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
こ
の
一
節
は
、
君
が
薨
じ
た
後
に
世
子
が
生
れ
、（
亡
君
の
）

殯
に
（
世
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
）
告
げ
る
事
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
文
に
随
っ
て
解
釈
し
て
い
く
。
○
「
君
薨
じ
て
世
子
生
ま
る
」
と
は
、
按

ず
る
に
（
『
儀
礼
』
）
聘
礼
に
、
「
（
聘
に
出
た
後
に
本
国
の
君
が
薨
じ
た
場
合
、

使
者
の
復
命
に
際
し
て
、
亡
君
の
太
子
で
あ
る
）
子
は
、
（
阼
階
上
の
君
）
位

に
即
い
て
い
る
が
、
（
静
粛
を
保
っ
て
）
哭
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
し
、
『
春

秋
公
羊
伝
』
で
も
、
「
君
が
存
命
の
場
合
は
、
世
子
と
称
し
、
君
が
薨
じ
た
後

は
、
子
某
（
な
に
が
し
）
と
称
す
」
と
言
っ
て
い
る
（
か
ら
、
こ
こ
で
も
「
子

（
某
）
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
）
。
（
な
の
に
）
こ
こ
で
は
既
に
君
が
薨
じ

て
い
る
の
に
、
な
お
「
世
子
」
と
称
し
て
い
る
の
は
、
（
ひ
と
つ
は
）
こ
れ
を

庶
子
か
ら
区
別
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
（
こ
こ
で
は
）
世
子
の
礼
に
よ
っ
て

（
亡
君
の
）
殯
に
告
げ
る
の
で
、
君
が
薨
じ
た
後
で
は
あ
る
が
、
な
お
「
世
子
」

と
称
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
春
秋
』
の
例
と
は
異
な
る
の
だ
。
按
ず
る
に

『
春
秋
左
氏
伝
』
桓
公
六
年
に
、
「
子
同
生
ず
（
子
の
同
が
生
ま
れ
た
）
」
と

あ
っ
て
、
賈
逵
や
杜
預
の
注
に
、
「
（
こ
こ
で
）
大
子
（
＝
太
子
）
と
称
し
て

い
な
い
の
は
、
始
め
て
（
太
子
が
）
生
ま
れ
た
の
を
書
し
た
（
の
で
あ
り
、
こ

の
子
が
本
当
に
後
継
ぎ
と
な
る
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
）
か
ら
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
曾
子
問
篇
で
も
ま
た
始
め
て
（
太
子
が
）
生
れ
た
の
に
（
『
左

氏
伝
』
と
異
な
り
「
子
（
某
）
」
と
称
さ
ず
に
）
「
世
子
」
と
称
し
て
い
る
の

は
、
『
左
氏
伝
』
で
は
父
が
存
命
で
始
め
て
（
太
子
が
）
生
ま
れ
た
の
だ
が
、

ま
だ
（
後
継
者
に
）
命
じ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
た
だ
「
子
」
と
云
う
の
に
対
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し
、
こ
の
曾
子
問
篇
で
は
君
が
薨
じ
て
後
に
初
め
て
（
太
子
が
）
生
ま
れ
た
の

で
（
こ
の
子
が
後
継
者
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
）
あ
る
か
ら
、
世
子

の
礼
に
よ
っ
て
（
亡
君
の
殯
に
告
げ
る
事
を
）
行
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に

「
世
子
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
熊
安
生
は
、「
下
文
で
「
幣
を
殯
の
東
に
奠
（
お
）

く
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
世
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
と
い
う

の
は
、
既
に
（
亡
君
を
）
殯
し
て
以
後
（
に
世
子
が
生
ま
れ
た
場
合
に
）
つ
い

て
言
う
の
だ
。
も
し
ま
だ
（
亡
君
を
）
殯
す
る
前
で
あ
れ
ば
、
世
子
が
生
ま
れ

た
と
し
て
も
、
（
亡
君
に
）
告
げ
る
こ
と
は
し
な
い
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

【
疏
：
つ
づ
き
】
（
一
葉
裏
五
行
）

凡
天
子
諸
侯
稱
世
子
、
春
秋
經
稱
王
世
子
、
曹
世
子
、
是
也
。
卿
大
夫
以
下
謂

之
適
子
。
喪
服
云
、
大
夫
之
適
子
、
是
也
。
若
在
喪
、
諸
侯
之
子
亦
稱
適
子
。

檀
弓
云
、
君
之
適
長
殤
、
是
也
。
天
子
諸
侯
亦
謂
之
大
子
、
則
王
制
云
、
王
大

子
、
及
檀
弓
云
、
大
子
申
生
、
是
也
。
冢
子
則
上
下
通
名
、
故
内
則
云
、
其
非

冢
子
、
則
皆
降
一
等
。
注
則
言
天
子
以
下
至
庶
人
、
是
其
通
名
也
。
其
春
秋
三

傳
世
子
之
例
、
煩
而
不
要
、
今
所
不
用
也
。

［
書
き
下
し
文
］

凡
そ
天
子
諸
侯
は
世
子
と
称
す
。
『
春
秋
』
経
に
王
世
子
、
曹
世
子
と
称
す
、

是
れ
な
り
①
。
卿
大
夫
以
下
は
之
を
適
子
と
謂
ふ
。
喪
服
に
云
ふ
、
「
大
夫
の

適
子
」
と
、
是
れ
な
り
②
。
若
し
喪
に
在
れ
ば
、
諸
侯
の
子
も
亦
た
適
子
と
称

す
。
檀
弓
に
云
ふ
、
「
君
の
適
長
殤
」
と
、
是
れ
な
り
③
。
天
子
諸
侯
、
亦
た

之
を
大
子
と
謂
ふ
は
、
則
ち
王
制
に
云
ふ
、
「
王
大
子
」
と
④
、
及
び
檀
弓
に

云
ふ
、
「
大
子
申
生
」
と
、
是
れ
な
り
⑤
。
冢
子
は
則
ち
上
下
の
通
名
、
故
に

内
則
に
云
ふ
、
「
其
の
冢
子
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
皆
な
一
等
を
降
す
」
と
。
注

は
則
ち
「
天
子
以
下
庶
人
に
至
る
ま
で
、
是
れ
其
の
通
名
な
り
」
と
言
ふ
⑥
。

其
れ
『
春
秋
』
三
伝
世
子
の
例
は
、
煩
に
し
て
要
な
ら
ず
⑦
、
今
用
ひ
ざ
る
所

な
り
。①

『
春
秋
』（
左
氏
経
で
示
す
）
僖
公
五
年12-17a

「
會
王
世
子
于
首
止
」
、

桓
公
九
年7-4b

「
曹
伯
使
其
世
子
射
姑
來
朝
」
参
照
。
『
春
秋
』
経
に
は

諸
侯
の
「
世
子
」
が
頻
出
す
る
。

②
『
儀
礼
』
喪
服
（
斉
衰
不
杖
期
）30-10a

「
大
夫
之
適
子
爲
妻
。
傳
曰
、

何
以
期
也
。
父
之
所
不
降
、
子
亦
不
敢
降
也
。
何
以
不
杖
也
。
父
在
、

則
爲
妻
不
杖
。
」
「
大
夫
之
適
子
」
の
語
は
礼
経
で
は
他
に
『
礼
記
』
喪

服
小
記32-12a

、
雑
記
上40-10a

、
服
問57-2b

に
も
見
え
て
い
る
。

③
『
礼
記
』
檀
弓
下

9-1a

「
君
之
適
長
殤
車
三
乘
、
公
之
庶
長
殤
車
一

乘
、
大
夫
之
適
長
殤
車
一
乘
。
」
「
長
殤
」
に
つ
い
て
は
『
儀
礼
』
喪
服

伝

31-14a

「
年
十
九
至
十
六
爲
長
殤
、
十
五
至
十
二
爲
中
殤
、
十
一
至

八
歳
爲
下
殤
」
参
照
。

④
『
礼
記
』
王
制13-2a

「
王
大
子
、
王
子
、
羣
后
之
大
子
、
卿
大
夫
元

士
之
適
子
、
國
之
俊
選
、
皆
造
焉
。
」
注2a8

「
皆
以
四
術
成
之
。
王
子
、

王
之
庶
子
也
。
羣
后
、
公
及
諸
侯
。
」

⑤
檀
弓
も
含
め
て
『
礼
記
』
に
は
「
大
子
申
生
」
の
語
は
見
え
な
い
。『
礼

記
』
檀
弓
上6-14b

に
「
晉
獻
公
將
殺
其
世
子
申
生
」
と
あ
り
、
下
文
に

お
い
て
も
「
世
子
」
で
受
け
て
い
る
。
な
お
「
申
生
」
に
つ
い
て
は
、『
春

秋
』
経
で
は
僖
公
五
年
（
左
伝12-16a

公
羊
伝10-16b

穀
梁
伝7-12a

）

に
「
晉
侯
殺
其
世
子
申
生
」
と
「
世
子
」
の
例
の
み
見
え
、
『
公
羊
伝
』

僖
公
十
年
伝11-6b

「
於
是
殺
世
子
申
生
」
、
『
穀
梁
伝
』
僖
九
年
伝8-6b
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「
不
正
其
殺
世
子
申
生
而
立
之
也
」
も
経
に
準
ず
る
。
『
左
氏
伝
』
で
は

荘
公
二
十
八
年
伝

10-13a

「
生
秦
穆
夫
人
及
太
子
申
生
」
閔
公
元
年
伝

11-3a

「
大
子
申
生
將
下
軍
」
同
二
年
伝11-11a

「
晉
侯
使
大
子
申
生
伐

東
山
臯
落
氏
」
僖
公
五
年
伝

12-19b

「
晉
侯
使
以
殺
大
子
申
生
之
故
來

告
」
と
「
大
（
太
）
子
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑥
『
礼
記
』
内
則28-12b

「
凡
接
子
擇
日
、
冢
子
則
大
牢
（
注

12b7

：

天
子
世
子
也
。
冢
、
大
也
。
冢
子
猶
言
長
子
、
通
於
下
也
）
、
庶
人
特
豚
、

士
特
豕
、
大
夫
少
牢
、
國
君
世
子
大
牢
（
注12b8

：
皆
謂
長
子
）
。
其
非

冢
子
、
則
皆
降
一
等
（
注

12b9

：
謂
冢
子
之
弟
、
及
衆
妾
之
子
生
也
。

天
子
諸
侯
少
牢
、
大
夫
特
豕
、
士
特
豚
、
庶
人
猶
特
豚
也
）
。
」
「
冢
子
」

の
語
は
内
則

27-6b

「
父
没
母
存
、
冢
子
御
食
（
注6b9

：
御
、
侍
也
。

謂
長
子
侍
母
食
也
）
」
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
閔
公
二
年
伝11-11b

「
里
克
諫

曰
、
大
子
奉
冢
祀
社
稷
之
粢
盛
（
注
：
冢
、
大
也
）
、
以
朝
夕
視
君
膳
者

也
、
故
曰
冢
子
」
に
も
見
え
て
い
る
。

⑦
『
春
秋
』
経
お
よ
び
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
伝
』
で
は
「
世
子
」
、
『
左
氏

伝
』
で
は
「
大
（
太
）
子
」
が
用
い
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
『
左
氏

伝
』
桓
公
九
年7-4b

「
曹
伯
使
其
世
子
射
姑
來
朝
」
疏4b9
「
諸
經
稱
世

子
及
衞
世
叔
申
、
經
作
世
字
、
傳
皆
爲
大
。
然
則
古
者
、
世
之
與
大
、

字
義
通
也
」
参
照
。
こ
の
疏
で
言
及
さ
れ
る
「
衞
世
叔
申
」
は
昭
公
三

十
二
年
経
（
左
伝53-22a

、
公
羊
伝24-21b

）
に
見
え
、
『
穀
梁
伝
』
昭

公
三
十
二
年
経18-14b

で
は
「
衞
太
叔
申
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
左

氏
伝
』
昭
公
八
年

44-23b

「
書
曰
、
陳
侯
之
弟
招
殺
陳
世
子
偃
師
、
罪

在
招
也
」
に
「
世
子
」
の
語
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
引
用
元
の
表
現
を

そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

［
現
代
語
訳
］

お
よ
そ
天
子
諸
侯
（
の
嫡
子
）
は
「
世
子
」
と
称
す
る
。
『
春
秋
』
経
に
「
王

世
子
」
、
「
曹
世
子
」
と
称
す
る
の
が
、
そ
の
例
だ
。
卿
大
夫
以
下
は
「
適
子
」

と
言
う
。
（
『
儀
礼
』
）
喪
服
で
、
「
大
夫
の
適
子
」
と
言
う
の
が
、
そ
の
例
だ
。

（
嫡
子
の
）
喪
に
服
す
る
場
合
に
は
、
諸
侯
の
子
で
あ
っ
て
も
「
適
子
」
と
称

す
る
。
（
『
礼
記
』
）
檀
弓
で
、
「
君
の
適
長
殤
」
と
言
う
の
が
、
そ
の
例
だ
。

天
子
諸
侯
（
の
嫡
子
）
に
つ
い
て
、
ま
た
「
大
子
」
と
呼
ぶ
の
は
、（
『
礼
記
』
）

王
制
で
、
「
王
の
大
子
」
と
言
い
、
（
同
）
檀
弓
で
、
「
大
子
の
申
生
」
と
言
う

の
が
、
そ
の
例
だ
。
「
冢
子
」
と
い
う
の
は
、
上
下
の
通
名
で
、
だ
か
ら
（
『
礼

記
』
）
内
則
で
、
「
冢
子
で
な
い
場
合
に
は
、
み
な
（
犠
牲
の
等
級
を
）
一
等

ず
つ
降
す
」
と
言
い
、
そ
の
注
に
「
天
子
以
下
庶
人
に
至
る
ま
で
、
冢
子
は
嫡

子
の
通
名
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。『
春
秋
』
三
伝
に
お
け
る
「
世
子
」

の
例
は
、
煩
雑
で
要
点
が
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
、
今
こ
こ
で
（
嫡
子
の
呼
称

の
）
用
例
と
は
し
な
い
の
だ
。

【
経
】
（
一
葉
表
五
行
）

孔
子
曰
、
卿
大
夫
士
從
攝
主
、
北
面
於
西
階
南
。

［
書
き
下
し
文
］

孔
子
曰
く
、
卿
大
夫
士
、
攝
主
に
従
ひ
、
西
階
の
南
に
北
面
す
。

［
現
代
語
訳
］

孔
子
は
言
わ
れ
た
、
卿
大
夫
士
は
、
（
国
政
を
代
行
す
る
）
攝
主
に
従
っ
て
、

西
階
の
南
に
北
面
し
て
立
つ
。

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）
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【
注
】
（
一
葉
表
六
行
）

變
於
朝
夕
哭
位
也
。
攝
主
、
上
卿
代
君
聽
國
政
。

［
書
き
下
し
文
］

朝
夕
の
哭
位
を
変
ず
る
な
り
。
摂
主
は
、
上
卿
の
君
に
代
は
り
て
国
政
を
聴
く

も
の
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

（
通
常
の
）
朝
夕
の
哭
位
を
変
じ
た
の
だ
。
「
摂
主
」
は
、
上
卿
で
、
（
亡
く

な
っ
た
）
君
主
の
代
わ
り
に
国
政
を
取
り
仕
切
る
者
だ
。

【
疏
】
（
二
葉
表
二
行
）

○

此
論
卿
大
夫
士
等
皆
衣
衰
服
也
。
攝
主
、
上
卿
代
國
政
者
。
卿
大
夫
士
等
、

皆
衣
衰
服
北
面
。
文
不
言
者
、
以
下
文
云
、
大
祝
裨
冕
、
明
卿
大
夫
士
①
等
不

裨
冕
也
。

①
底
本
は
「
士
」
字
を
欠
く
。『
影
印
南
宋
越
刊
八
行
本
礼
記
正
義
』（
北

京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
：
以
下
「
八
行
本
」
と
省
略
）
に
よ
り

「
士
」
字
を
補
う
。

［
書
き
下
し
文
］

○

此
れ
卿
大
夫
士
等
皆
な
衰
服
を
衣
る
を
論
ず
る
な
り
。
摂
主
は
、
上
卿
の

国
政
を
代
は
る
者
な
り
。
卿
大
夫
士
等
、
皆
な
衰
服
を
衣
て
北
面
す
。
文
、
言

は
ざ
る
は
、
下
文
に
「
大
祝
裨
冕
す
」
と
云
ふ
を
以
て
、
明
ら
か
に
卿
大
夫
士

等
、
裨
冕
せ
ざ
れ
ば
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○

こ
れ
は
卿
大
夫
士
等
が
み
な
（
喪
服
の
）
衰
服
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
論

じ
た
も
の
だ
。
「
摂
主
」
は
、
上
卿
で
国
政
を
代
行
す
る
者
の
こ
と
だ
。
卿
大

夫
士
等
は
、
み
な
衰
服
を
身
に
付
け
て
北
面
し
て
立
つ
。
経
文
で
、
（
衰
服
に

つ
い
て
）
言
っ
て
い
な
い
の
は
、
下
文
で
「
大
祝
は
裨
冕
を
身
に
付
け
る
」
と

言
っ
て
い
て
、
卿
大
夫
士
等
が
裨
冕
を
身
に
付
け
な
い
（
で
君
主
に
対
す
る
通

常
の
喪
服
で
あ
る
衰
服
を
身
に
付
け
る
）
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
二
葉
表
四
行
）

①
○
正
義
曰
、
按
喪
大
記
云
、
君
之
喪
、
既
正
尸
、
卿
大
夫
父
兄
子
姓
立
于
東

方
。
又
士
喪
禮
、
朝
夕
哭
、
丈
夫
即
位
于
門
外
、
西
面
北
上
。
外
兄
弟
在
其
南
、

南
上
。
賓
繼
之
、
北
上
。
若
其
門
内
位
、
主
人
堂
下
直
東
序
西
面
。
兄
弟
皆
即

位
如
外
位
。
卿
大
夫
在
主
人
之
南
。
是
朝
夕
内
外
哭
位
、
皆
在
東
方
也
。
今
乃

從
攝
主
、
北
面
於
西
階
南
、
故
云
、
變
於
朝
夕
哭
位
也
。
必
於
西
階
南
者
、
以

將
告
殯
、
近
殯
位
故
也
。
若
君
喪
大
斂
、
喪
大
記
云
、
卿
大
夫
即
位
于
堂
廉
楹

西
北
面
者
、
彼
斂
故
升
堂
、
非
朝
夕
哭
位
。
此
爲
告
世
子
生
、
故
在
堂
下
。

①
こ
の
部
分
の
標
起
止
は
「
於
西
階
南
、
注
變
於
朝
夕
哭
位
也
」
と
な

っ
て
お
り
、
疏
の
体
例
よ
り
す
れ
ば
「
於
西
階
南
」
は
不
要
と
思
わ
れ

る
が
、
八
行
本
に
お
い
て
も
こ
の
四
字
が
あ
る
。
あ
る
い
は
本
文
の
「
於

西
階
南
」
に
対
す
る
疏
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は
一
括
し
て
注
に
対
す
る
疏
と
見
な
し
て
お
く
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
喪
大
記
に
云
ふ
、「
君
の
喪
、
既
に
尸
を
正
さ
ば
、

卿
大
夫
、
父
兄
子
姓
、
東
方
に
立
つ
」
と
①
。
又
た
士
喪
礼
に
、
「
朝
夕
哭
す

に
、
丈
夫
は
位
に
門
外
に
即
き
、
西
面
し
て
北
を
上
と
す
。
外
兄
弟
は
其
の
南
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に
在
り
て
、
南
を
上
と
す
。
賓
、
之
に
継
ぎ
、
北
を
上
と
す
」
と
②
。
其
の
門

内
の
位
の
若
き
は
、
「
主
人
、
堂
下
に
東
序
に
直
り
西
面
す
。
兄
弟
皆
な
位
に

即
く
こ
と
外
の
位
の
如
く
す
。
卿
大
夫
は
主
人
の
南
に
在
り
。
」
③
是
れ
朝
夕

内
外
の
哭
位
、
皆
な
東
方
に
在
る
な
り
④
。
今
乃
ち
摂
主
に
従
ひ
、
西
階
の
南

に
北
面
す
、
故
に
「
朝
夕
の
哭
位
を
変
ず
る
な
り
」
と
云
ふ
。
必
ず
西
階
の
南

に
於
て
す
る
は
、
将
に
殯
に
告
げ
ん
と
し
て
、
殯
位
に
近
づ
く
を
以
て
の
故
な

り
⑤
。
君
喪
大
斂
の
若
き
は
、
喪
大
記
に
「
卿
大
夫
、
位
に
堂
廉
楹
西
に
即
き

て
北
面
す
」
と
云
ふ
は
⑥
、
彼
れ
斂
す
る
が
故
に
堂
に
升
り
、
朝
夕
の
哭
位
に

非
ず
。
此
れ
世
子
生
ま
る
る
を
告
ぐ
る
が
為
に
、
故
に
堂
下
に
在
り
。

①
『
礼
記
』
喪
大
記44-5b
「
既
正
尸
、
子
坐
于
東
方
、
卿
大
夫
父
兄
子

姓
立
于
東
方
。
」
注5b5

「
正
尸
者
、
謂
遷
尸
牖
下
南
首
也
。
子
姓
、
謂

衆
子
孫
也
。
姓
之
言
生
也
。
其
男
子
立
於
主
人
後
、
女
子
立
於
夫
人
後
。
」

疏5b7

「
此
經
明
人
君
初
喪
、
子
及
夫
人
以
下
哭
位
也
。
」
（
喪
大
記
の
こ

の
部
分
に
「
君
の
喪
」
の
語
は
見
え
て
い
な
い
が
、
下
文6b

に
「
大
夫

之
喪
」
「
士
之
喪
」
の
記
述
が
続
く
こ
と
か
ら
、
疏
は
こ
れ
を
「
君
」
の

喪
と
し
て
い
る
。
）

②
『
儀
礼
』
士
喪
礼37-11b

「
朝
夕
哭
、
不
辟
子
卯
。
（
注11b8

：
既
殯

之
後
、
朝
夕
及
哀
至
乃
哭
、
不
代
哭
也
。
）
婦
人
即
位
于
堂
、
南
上
哭
。

丈
夫
即
位
于
門
外
、
西
面
北
上
。
外
兄
弟
在
其
南
、
南
上
。
賓
繼
之
、

北
上
。
門
東
、
北
面
西
上
。
門
西
、
北
面
東
上
。
西
方
、
東
面
北
上
。

主
人
即
位
、
辟
門
。（
注12a5

：
外
兄
弟
、
異
姓
有
服
者
也
。
辟
、
開
也
。
）
」

③
『
儀
礼
』
士
喪
礼

37-12b

「
主
人
堂
下
直
東
序
西
面
。
兄
弟
皆
即
位

如
外
位
。
卿
大
夫
在
主
人
之
南
。
」

④
『
儀
礼
』
士
喪
礼
に
は
「
士
」
の
朝
夕
の
哭
位
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

胡
培
翬
『
正
義
』
は
張
恵
言
『
読
儀
礼
記
』
の
「
此
不
見
西
方
之
賓
、

據
經
云
卿
大
夫
在
主
人
之
南
、
則
士
在
西
方
可
知
」
を
引
き
、
「
今
案
、

不
言
士
者
、
省
文
、
張
説
是
」
と
し
て
こ
れ
を
正
し
い
と
す
る
。
池
田

訳
注
図
（
『
儀
礼
Ⅳ
』
別
冊p.8

）
、
川
原
釈
攷
第
九
冊p.212

も
士
の
哭

位
を
西
階
下
東
面
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
士
喪
礼37-12a

で
は
賓

の
「
外
位
」
に
つ
い
て
「
賓
繼
之
北
上
、
門
東
北
面
西
上
、
門
西
北
面

東
上
、
西
方
東
面
北
上
」
と
記
し
、
敖
継
公
は
「
以
下
文
考
之
、
則
此

東
方
之
賓
、
卿
大
夫
也
。
門
東
、
諸
公
也
。
門
西
、
他
國
之
異
爵
者
也
。

然
則
西
方
者
、
其
士
歟
」
と
言
い
、
胡
培
翬
『
正
義
』
も
こ
れ
を
引
い

て
、「
今
案
、
敖
氏
以
西
方
爲
士
位
、
亦
是
」
と
こ
れ
を
正
し
い
と
す
る
。

士
の
「
内
位
」
を
西
方
に
置
く
の
は
、
こ
の
「
外
位
」
に
倣
っ
た
も
の
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
の
曾
子
問
の
記
述
が
鄭
注
の
言
う
よ
う
に
「
朝
夕
の

哭
位
を
変
じ
た
」
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
士
の
哭
位
も
ま
た
東
方
に
位

置
し
て
い
た
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤
殯
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
檀
弓
上

7-12b

に
「
周
人
殯
於
西

階
之
上
、
則
猶
賓
之
也
」
と
あ
り
、
『
儀
礼
』
士
喪
礼

37-2a

「
掘
肂
見

衽
」
注

2a6

で
も
「
肂
、
埋
棺
之
坎
者
也
。
掘
之
於
西
階
上
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。

⑥
『
礼
記
』
喪
大
記45-5b

「
君
將
大
斂
、
子
弁
絰
、
即
位
于
序
端
。
卿

大
夫
即
位
于
堂
廉
楹
西
、
北
面
東
上
。
」
疏

6a1

「
卿
大
夫
即
位
于
堂
廉

楹
西
者
、
卿
大
夫
、
謂
羣
臣
也
。
堂
廉
、
謂
堂
基
南
畔
、
廉
陵
之
上
。

楹
、
謂
南
近
堂
廉
者
。
子
位
既
在
東
序
端
、
故
羣
臣
列
於
基
上
東
楹
之

西
也
。
案
（
梁
・
何
胤
『
礼
記
）
隱
義
』
云
、
堂
廉
、
即
堂
上
近
高
霤

爲
廉
也
。
」

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）
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［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
（
朝
夕
の
哭
位
に
つ
い
て
は
）
按
ず
る
に
（
『
礼
記
』
）
喪
大

記
に
、
「
君
の
喪
で
は
、
既
に
遺
骸
（
の
位
置
）
を
正
（
し
て
牖
（
ま
ど
）
の

下
に
遷
し
て
頭
を
南
に
）
し
た
な
ら
ば
、
卿
大
夫
と
、
（
死
者
の
）
父
兄
や
も

ろ
も
ろ
の
子
孫
は
、
東
方
に
（
位
置
し
て
）
立
つ
」
と
言
う
。
ま
た
（
『
儀
礼
』
）

士
喪
礼
に
、
「
朝
夕
に
哭
す
に
は
、
丈
夫
（
同
姓
の
男
の
親
族
）
は
（
廟
）
門

外
の
（
東
の
）
位
に
即
い
て
、
西
面
し
て
北
を
上
手
と
す
る
。
（
異
姓
の
）
外

兄
弟
は
そ
の
南
に
い
て
、
南
を
上
手
と
す
る
。
（
弔
）
賓
（
の
卿
大
夫
）
が
こ

れ
に
継
ぎ
、
北
を
上
手
と
す
」
と
あ
る
。
（
廟
）
門
内
の
位
に
つ
い
て
は
、
「
主

人
は
、
堂
下
の
東
序
（
の
ラ
イ
ン
）
に
直
っ
て
西
面
す
る
。（
同
姓
、
異
姓
の
）

兄
弟
は
み
な
位
に
即
く
の
に
門
外
の
位
の
よ
う
に
即
く
。
卿
大
夫
は
主
人
の
南

に
い
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
朝
夕
の
（
廟
門
）
内
外
の
哭
位
が
、
み
な
東
方

に
在
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
は
か
え
っ
て
摂
主
に
従
っ
て
、
西
階
の
南
で

北
面
す
る
。
だ
か
ら
「
朝
夕
の
哭
位
を
変
じ
た
の
だ
」
と
言
う
の
だ
。
必
ず
西

階
の
南
で
行
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
（
亡
君
の
）
殯
に
（
子
の
生
ま
れ
た
の
を
）

告
げ
る
の
で
、
（
西
階
の
上
の
）
殯
位
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
君
喪
の
大
斂
に
つ
い
て
は
、
喪
大
記
に
「
卿
大
夫
は
、
堂
の
廉
（
か
ど
）

楹
（
は
し
ら
）
の
西
の
位
に
即
い
て
北
面
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

（
大
）
斂
の
た
め
に
堂
に
升
る
（
時
の
位
な
）
の
で
あ
っ
て
、
朝
夕
の
哭
位
で

は
な
い
の
だ
。
こ
こ
で
は
世
子
が
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
堂

下
に
い
る
の
だ
。

【
経
】
（
一
葉
表
七
行
）

大
祝
裨
冕
執
束
帛
、
升
自
西
階
、
盡
等
不
升
堂
、
命
毋
哭
。

［
書
き
下
し
文
］

大
祝
裨
冕
①
し
て
束
帛
を
執
り
、
升
る
に
西
階
自
り
し
、
等
を
尽
く
し
て
堂
に

升
ら
ず
、
哭
す
る
毋
れ
と
命
ず
。

①
「
裨
冕
」
は
経
典
類
で
は
他
に
本
章
下
文3b6

、
『
礼
記
』
玉
藻29-6a

「
（
諸
侯
）
禆
冕
以
朝
」
注6a10

「
朝
天
子
也
。
禆
冕
、
公
衮
、
侯
伯
鷩
、

子
男
毳
也
」
、
楽
記39-14a

「
裨
冕
搢
笏
」
注14a5

「
裨
冕
、
衣
裨
衣
而

冠
冕
也
。
裨
衣
、
衮
之
屬
也
」
の
例
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］

大
祝
は
裨
冕
を
身
に
付
け
て
（
亡
君
の
神
に
さ
さ
げ
る
）
束
帛
を
執
り
持
ち
、

西
階
か
ら
升
っ
て
、
階
の
最
上
ま
で
は
升
る
が
堂
に
は
升
ら
ず
、
（
そ
こ
で
）

「
哭
す
る
な
か
れ
」
と
命
ず
る
。

【
注
】
（
一
葉
表
八
行
）

將
有
事
、
宜
清
靜
也
。
裨
冕
者
、
接
神
則
祭
服
也
。
諸
侯
之
卿
大
夫
所
服
裨
冕
、

絺
冕
也
、
玄
冕
也
。
士
服
爵
弁
服
。
大
祝
裨
冕
、
則
大
夫
。

［
書
き
下
し
文
］

将
に
事
有
ら
ん
と
す
れ
ば
、
宜
し
く
清
静
な
る
べ
し
。
裨
冕
と
は
、
神
に
接
す

れ
ば
則
ち
祭
服
す
る
な
り
。
諸
侯
の
卿
大
夫
服
す
る
所
の
裨
冕
は
、
絺
冕
な
り
、

玄
冕
な
り
。
士
は
爵
弁
服
を
服
す
。
大
祝
裨
冕
す
る
は
、
則
ち
大
夫
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

こ
れ
か
ら
（
神
に
告
げ
る
）
事
を
行
お
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
静
粛
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
だ
か
ら
「
哭
す
る
な
か
れ
」
と
命
じ
る
の
だ
）
。
裨
冕
（
を
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身
に
付
け
る
）
と
は
、
（
亡
君
の
）
神
に
接
す
る
の
で
あ
る
か
ら
祭
服
を
身
に

付
け
る
の
だ
。
諸
侯
の
卿
大
夫
が
着
る
裨
冕
は
、
絺
冕
と
玄
冕
で
あ
る
。
士
は

（
助
祭
に
お
い
て
）
爵
弁
服
を
着
る
。
「
大
祝
は
裨
冕
」
と
あ
る
か
ら
、
（
こ

こ
で
の
大
祝
）
と
は
（
士
で
は
な
く
）
大
夫
な
の
だ
。

【
疏
】
（
二
葉
表
七
行
）

○

大
祝
、
以
大
夫
爲
之
。
祝
主
接
神
、
故
服
裨
冕
。
裨
冕
、
祭
服
也
。
以
其

將
告
神
、
故
執
束
帛
。
執
、
持
也
。
束
帛
、
十
端
也
。
端
則
二
丈
、
鬼
神
質
、

故
用
偶
數
也
。
鬼
神
以
丈
八
尺
爲
端
。
鬼
神
之
道
、
陰
陽
不
測
、
故
用
陰
陽
之

數
求
之
。
一
丈
象
陽
、
八
尺
法
陰
。
十
端
、
六
玄
四
纁
。
五
兩
、
三
玄
二
纁
。

纁
是
地
色
、
玄
是
天
色
也
。
欲
往
告
殯
、
故
升
自
西
階
。
若
於
堂
下
告
則
大
遠
、

堂
上
告
則
大
近
殯
、
故
升
階
盡
等
級
、
即
不
升
堂
。
將
有
告
事
、
宜
靜
、
故
命

毋
哭
。

［
書
き
下
し
文
］

○

大
祝
、
大
夫
を
以
て
之
を
為
す
。
祝
は
神
に
接
す
る
を
主
る
、
故
に
裨
冕

を
服
す
。
裨
冕
は
、
祭
服
な
り
。
其
の
将
に
神
に
告
げ
ん
と
す
る
を
以
て
、
故

に
束
帛
を
執
る
。
執
は
、
持
な
り
。
束
帛
は
、
十
端
な
り
。
端
は
則
ち
二
丈
①
、

鬼
神
は
質
、
故
に
偶
数
を
用
ふ
る
な
り
。
鬼
神
は
丈
八
尺
を
以
て
端
と
為
す
。

鬼
神
の
道
は
、
陰
陽
測
ら
れ
ず
②
、
故
に
陰
陽
の
数
を
用
て
之
を
求
む
。
一
丈

は
陽
を
象
り
、
八
尺
は
陰
を
法
る
。
十
端
は
、
六
玄
四
纁
。
五
両
は
、
三
玄
二

纁
③
。
纁
は
是
れ
地
の
色
、
玄
は
是
れ
天
の
色
な
り
④
。
往
き
て
殯
に
告
げ
ん

と
欲
す
、
故
に
升
る
に
西
階
自
り
す
。
若
し
堂
下
に
於
て
告
ぐ
れ
ば
則
ち
大
（
は

な
は
）
だ
遠
く
、
堂
上
に
告
ぐ
れ
ば
則
ち
大
だ
殯
に
近
し
、
故
に
階
を
升
り
て

等
級
を
尽
く
し
、
即
ち
堂
に
升
ら
ざ
る
な
り
。
将
に
告
事
有
ら
ん
と
す
れ
ば
、

宜
し
く
静
か
な
る
べ
し
、
故
に
哭
す
る
毋
れ
と
命
ず
。

①
「
端
則
二
丈
」
以
下
の
部
分
は
議
論
が
混
乱
し
て
い
る
。
『
礼
記
』
雑

記
下

43-16b

に
「
納
幣
一
束
、
束
五
兩
、
兩
五
尋
」
と
言
わ
れ
、
そ
の

注16b6

で
「
納
幣
、
謂
昏
禮
納
徵
也
。
十
个
爲
束
、
貴
成
數
。
兩
兩
合

其
卷
、
是
謂
五
兩
。
八
尺
曰
尋
、
一
兩
五
尋
、
則
毎
卷
二
丈
也
。
合
之

則
四
十
尺
。
今
謂
之
匹
、
猶
匹
偶
之
云
與
」
（
『
校
勘
記
』
引
く
段
玉
裁

説
に
従
い
「
兩
兩
者
合
其
卷
」
の
「
者
」
を
削
り
、「
五
兩
五
尋
」
を
「
一

兩
五
尋
」
に
改
め
る
）
と
あ
る
よ
う
に
、
婚
礼
の
場
合
は
一
端
＝
二
丈

で
あ
る
（
ま
た
『
周
礼
』
地
官
・
媒
氏

14-16b

「
凡
嫁
子
娶
妻
、
入
幣

純
帛
、
無
過
五
兩
」
の
鄭
注
参
照
）
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
『
儀
礼
』
聘

礼19-5b

「
釋
幣
制
玄
纁
束
」
に
対
し
て
鄭
玄
が
『
朝
貢
礼
』
の
「
純
四

只
、
制
丈
八
尺
」
を
引
い
て
注
す
る
よ
う
に
、
一
端
＝
一
丈
八
尺
で
「
制

幣
」
と
呼
ば
れ
る
（
ま
た
『
儀
礼
』
既
夕
礼
注40-2a2

「
丈
八
尺
曰
制
」
、

『
礼
記
』
曾
子
問
注18-6b1

「
制
幣
、
一
丈
八
尺
」
参
照
）
。
よ
っ
て
、

こ
こ
で
の
一
端
も
一
丈
八
尺
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
「
端
則
二
丈
」
と
言

い
、
こ
れ
が
二
丈
で
あ
る
理
由
を
「
鬼
神
質
、
故
用
偶
數
也
」
と
説
明

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

②
『
周
易
』
繋
辞
上
伝7-13b

「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
参
照
。

③
『
儀
礼
』
聘
礼
「
釋
幣
制
玄
纁
束
」
注

19-5b4

「
玄
纁
之
率
、
玄
居

三
、
纁
居
二
」
参
照
。

④
『
周
礼
』
天
官
・
染
人8-14a

「
纁
玄
」
注

14a10

「
玄
纁
者
、
天
地

之
色
、
以
爲
祭
服
」
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
を
「
陰
陽
」
に
当
て
る
も
の

と
し
て
、『
儀
礼
』
士
昏
礼4-7b

「
納
徴
、
玄
纁
束
帛
儷
皮
」
注7b7

「
用
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玄
纁
者
、
象
陰
陽
備
也
」
が
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
大
祝
は
、
大
夫
に
こ
れ
を
担
当
さ
せ
る
。
祝
は
神
に
接
す
る
こ
と
を
掌
る

か
ら
、
裨
冕
を
着
る
。
裨
冕
は
、
祭
服
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
神
に
告
げ
る
の
で
、

（
神
に
さ
さ
げ
る
）
束
帛
を
執
る
の
だ
。
「
執
る
」
と
は
、
「
持
つ
」
と
い
う

こ
と
だ
。
束
帛
（
の
数
）
は
、
十
端
で
あ
る
。
（
一
）
端
は
二
丈
（
の
帛
）
で

あ
り
、
鬼
神
は
質
（
か
ざ
ら
な
い
）
で
あ
る
か
ら
、
偶
数
を
用
い
る
の
だ
。
鬼

神
（
に
さ
さ
げ
る
場
合
）
は
（
一
）
丈
八
尺
を
（
一
）
端
と
す
る
。
鬼
神
の
道

に
お
い
て
は
、
陰
陽
が
不
測
に
変
化
す
る
か
ら
、
陰
と
陽
と
の
数
に
よ
っ
て
一

丈
八
尺
と
い
う
数
を
求
め
た
の
だ
。
一
丈
は
陽
を
、
八
尺
は
陰
を
か
た
ど
っ
て

い
る
。
十
端
（
の
内
訳
）
は
、
六
玄
四
纁
。
（
二
端
を
セ
ッ
ト
と
し
た
「
両
」

を
単
位
に
し
て
考
え
れ
ば
）
五
両
は
、
三
玄
二
纁
。
纁
（
あ
か
）
は
地
の
色
、

玄
（
く
ろ
）
は
天
の
色
で
あ
る
。
（
西
階
上
の
）
殯
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
告
げ

る
か
ら
、
西
階
か
ら
升
る
の
だ
。
も
し
堂
下
か
ら
告
げ
れ
ば
殯
か
ら
は
な
は
だ

遠
く
、
も
し
堂
上
で
告
げ
れ
ば
殯
に
は
な
は
だ
近
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
階

段
を
升
っ
て
一
番
上
の
段
ま
で
升
る
が
、
堂
に
は
升
ら
な
い
（
で
告
げ
る
）
の

だ
。
こ
れ
か
ら
告
げ
る
事
を
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
静
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
「
哭
す
る
な
か
れ
」
と
命
じ
る
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
二
葉
裏
一
行
）

○
正
義
曰
、
卿
大
夫
所
服
、
裨
冕
絺
冕
也
。
按
覲
禮
侯
氏
裨
冕
、
鄭
注
云
、
裨

冕
者
、
衣
裨
衣
而
冠
冕
也
。
裨
之
爲
言
埤
也
。
天
子
六
服
、
大
裘
爲
上
、
其
餘

爲
裨
、
以
事
尊
卑
服
之
、
而
諸
侯
亦
服
焉
。
又
注
云
、
袞
衣
者
裨
之
上
也
、
則

裨
唯
據
衣
也
。
言
服
裨
衣
而
著
冕
、
故
云
裨
冕
。
言
裨
者
、
取
其
繢
繡
。
云
諸

侯
之
卿
大
夫
所
服
裨
冕
絺
冕
也
玄
冕
也
者
、
此
言
五
等
諸
侯
孤
卿
大
夫
、
唯
絺

冕
而
下
。
以
上
諸
侯
薨
兼
五
等
、
故
摠
解
其
臣
服
。
此
卿
兼
公
孤
卿
也
。
若
孤

卿
則
絺
冕
。
若
三
命
再
命
卿
大
夫
服
玄
冕
。
故
周
禮
司
服
云
、
孤
自
絺
冕
而
下
、

卿
大
夫
自
玄
冕
而
下
。
又
大
宗
伯
云
、
再
命
受
服
。
鄭
注
云
、
受
玄
冕
之
服
、

列
國
之
大
夫
。
於
子
男
爲
卿
。
卿
大
夫
自
玄
冕
而
下
、
如
孤
之
服
也
。
是
孤
則

絺
冕
、
卿
與
大
夫
皆
玄
冕
。
周
禮
謂
三
孤
六
卿
爲
九
卿
、
摠
云
謂
卿
四
命
、
是

卿
名
通
於
孤
也
。
云
士
服
爵
弁
服
者
、
以
天
子
大
祝
是
大
夫
、
諸
侯
則
無
文
、

若
是
士
則
爵
弁
。
今
經
云
大
祝
裨
冕
、
故
云
則
大
夫
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
「
卿
大
夫
の
服
す
る
所
の
裨
冕
は
絺
冕
な
り
」
と
は
、
按
ず

る
に
覲
礼
に
「
侯
氏
裨
冕
す
」
と
、
鄭
注
し
て
云
ふ
、
「
裨
冕
と
は
、
裨
衣
を

衣
て
冕
を
冠
す
る
な
り
。
裨
の
言
た
る
埤
な
り
。
天
子
は
六
服
、
大
裘
を
上
と

為
し
、
其
の
余
を
裨
と
為
し
、
事
の
尊
卑
を
以
て
之
を
服
し
て
、
諸
侯
も
亦
た

焉
を
服
す
」
と
①
。
又
た
注
に
云
ふ
、
「
袞
衣
と
は
、
裨
の
上
な
り
」
と
②
。

則
ち
裨
は
唯
だ
衣
に
拠
る
な
り
。
裨
衣
を
服
し
て
冕
を
著
く
る
を
言
ふ
、
故
に

裨
冕
と
云
ふ
。
裨
と
言
ふ
は
、
其
の
繢
繍
に
取
る
③
。
「
諸
侯
の
卿
大
夫
の
服

す
る
所
の
裨
冕
は
絺
冕
な
り
玄
冕
な
り
」
と
云
ふ
は
、
此
れ
五
等
の
諸
侯
の
孤

卿
大
夫
の
、
唯
だ
絺
冕
よ
り
下
な
る
を
言
ふ
④
。
以
上
の
諸
侯
の
薨
は
五
等
を

兼
ぬ
、
故
に
摠
て
其
の
臣
服
を
解
す
。
此
の
卿
、
公
の
孤
卿
を
兼
ぬ
。
若
し
孤

卿
な
れ
ば
則
ち
絺
冕
し
、
若
し
三
命
再
命
の
卿
大
夫
な
れ
ば
玄
冕
を
服
す
⑤
。

故
に
『
周
礼
』
司
服
に
云
ふ
、「
孤
の
絺
冕
自
り
下
、
卿
大
夫
の
玄
冕
自
り
下
」

と
⑥
。
又
た
大
宗
伯
に
云
ふ
、
「
再
命
し
て
服
を
受
く
」
と
。
鄭
注
に
云
ふ
、
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「
玄
冕
の
服
を
受
く
。
列
国
の
大
夫
な
り
。
子
男
に
於
て
は
卿
た
り
。
卿
大
夫
、

玄
冕
自
り
し
て
下
る
は
、
孤
の
服
の
如
し
」
と
⑦
。
是
れ
孤
は
則
ち
絺
冕
し
、

卿
と
大
夫
と
は
皆
な
玄
冕
す
る
な
り
。
『
周
礼
』
は
三
孤
六
卿
を
謂
ひ
て
九
卿

と
為
す
⑧
、
摠
じ
て
云
は
ば
卿
と
四
命
と
を
謂
ふ
⑨
、
是
れ
卿
の
名
、
孤
に
通

ず
る
な
り
。
「
士
は
爵
弁
服
を
服
す
」
と
云
ふ
は
⑩
、
天
子
の
大
祝
是
れ
大
夫

な
る
を
以
て
⑪
、
諸
侯
は
則
ち
文
無
き
も
、
若
し
是
れ
士
な
れ
ば
則
ち
爵
弁
す
。

今
経
に
「
大
祝
裨
冕
す
」
と
云
ふ
、
故
に
「
則
ち
大
夫
な
り
」
と
云
ふ
。

①
『
儀
礼
』
覲
礼26x14a

「
侯
氏
裨
冕
、
釋
幣
于
禰
。
」
注14a10

「
將

覲
質
明
時
也
。
裨
冕
者
、
衣
裨
衣
而
冠
冕
也
。
裨
之
爲
言
埤
也
。
天
子

六
服
、
大
裘
爲
上
、
其
餘
爲
裨
、
以
事
尊
卑
服
之
、
而
諸
侯
亦
服
焉
。

上
公
衮
無
升
龍
、
侯
伯
鷩
、
子
男
毳
孤
絺
、
卿
大
夫
玄
、
此
差
司
服
所

掌
也
。
」
天
子
の
六
服
（
大
裘
、
衮
冕
、
鷩
冕
、
毳
冕
、
絺
冕
、
玄
冕
）

に
つ
い
て
は
『
周
礼
』
春
官
・
司
服21-6a
「
王
之
吉
服
、
祀
昊
天
上
帝
、

則
服
大
裘
而
冕
。
祀
五
帝
亦
如
之
。
享
先
王
、
則
衮
冕
。
享
先
公
饗
射
、

則
鷩
冕
。
祀
四
望
山
川
、
則
毳
冕
。
祭
社
稷
五
祀
、
則
希
冕
（
注6b2

：

希
讀
爲
絺
）
。
祭
羣
小
祀
、
則
玄
冕
」
参
照
。

②
、
③
『
儀
礼
』
覲
礼26x16b

「
天
子
衮
冕
、
負
斧
依
。
」
注16b2

「
衮

衣
者
、
裨
之
上
也
。
繢
之
繡
之
爲
九
章
。
」
疏16b3

「
云
衮
衣
者
裨
之
上

也
者
、
但
裨
衣
者
、
自
衮
冕
至
玄
冕
、
五
者
皆
裨
衣
、
故
云
裨
之
上
也
。

…16b5

云
繢
之
繡
之
爲
九
章
者
、
衣
繢
而
裳
繡
、
衣
在
上
爲
陽
、
陽
主

輕
浮
、
故
對
方
爲
繢
次
。
裳
在
下
爲
陰
、
陰
主
沈
深
、
故
刺
之
爲
繡
次
。

是
以
尚
書
（
益
稷5-4b

）
衣
言
「
作
繢
」
、
裳
言
「
紩
繡
」
。
爲
九
章
者
、

鄭
注
司
服21-6b3

云
、
「
冕
服
九
章
、
登
龍
於
山
、
登
火
於
宗
彝
、
尊
其

神
明
也
。
九
章
、
初
一
曰
龍
、
次
二
曰
山
、
次
三
曰
華
蟲
、
次
四
曰
火
、

次
五
曰
宗
彝
、
皆
畫
以
為
繢
。
次
六
曰
藻
、
次
七
曰
粉
米
、
次
八
曰
黼
、

次
九
曰
黻
、
皆
絺
以
爲
繡
、
則
衮
之
衣
五
章
、
裳
四
章
、
凡
九
也
。
」

④
『
周
礼
』
司
服
（
下
注
⑥
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
各
身
分
に
よ
っ
て
着

る
こ
と
が
で
き
る
最
高
位
の
服
が
、
公
は
衮
冕
、
侯
伯
は
鷩
冕
、
子
男

は
毳
冕
、
孤
は
絺
冕
、
（
卿
）
大
夫
は
玄
冕
、
士
は
皮
弁
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。

⑤
『
周
礼
』
春
官
・
典
命21-4a

「
公
之
孤
四
命
、
…
其
卿
三
命
、
其
大

夫
再
命
、
其
士
一
命
。
…
侯
伯
之
卿
大
夫
士
亦
如
之
。
子
男
之
卿
再
命
、

其
大
夫
一
命
、
其
士
不
命
」
参
照
。
「
命
」
を
賜
う
ご
と
に
身
分
が
一
つ

ず
つ
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
と
上
の
身
分
と
服
と
の
関
係

を
合
わ
せ
る
と
、
四
命
の
公
の
孤
（
孤
卿
）
は
絺
冕
、
三
命
再
命
の
公

侯
伯
卿
大
夫
お
よ
び
子
男
の
卿
は
玄
冕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
此
の
卿
、

公
の
孤
卿
を
兼
ぬ
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
公
の
孤
卿
を
こ
こ
に
含
め
な

い
と
絺
冕
を
着
る
も
の
が
い
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
一
命
の

子
男
の
大
夫
に
つ
い
て
、
こ
の
疏
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。

⑥
『
周
礼
』
春
官
・
司
服

21-13a

「
公
之
服
、
自
衮
冕
而
下
、
如
王
之

服
。
侯
伯
之
服
、
自
鷩
冕
而
下
、
如
公
之
服
。
子
男
之
服
、
自
毳
冕
而

下
、
如
侯
伯
之
服
。
孤
之
服
、
自
希
冕
而
下
、
如
子
男
之
服
。
卿
大
夫

之
服
、
自
玄
冕
而
下
、
如
孤
之
服
。
其
凶
服
、
加
以
大
功
小
功
。
士
之

服
、
自
皮
弁
而
下
、
如
大
夫
之
服
。
其
凶
服
亦
如
之
。
其
齊
服
有
玄
端

素
端
。
」
注13a7

「
自
公
之
衮
冕
、
至
卿
大
夫
之
玄
冕
、
皆
其
朝
聘
天
子

及
助
祭
之
服
。
諸
侯
、
非
二
王
後
、
其
餘
皆
玄
冕
而
祭
於
己
。
雜
記
（
上

41-9a
）
曰
、
「
大
夫
冕
而
祭
於
公
、
弁
而
祭
於
己
。
士
弁
而
祭
於
公
、
冠
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而
祭
於
己
。
」
（
注9a9

）
「
大
夫
爵
弁
自
祭
家
廟
、
唯
孤
爾
。
」
其
餘
皆
玄

冠
、
與
士
同
。
」

⑦
『
周
礼
』
春
官
・
大
宗
伯18-18b

「
再
命
受
服
。
」
注18b3

「
鄭
司
農

云
、
受
服
、
受
祭
衣
服
爲
上
士
。
玄
謂
、
此
受
玄
冕
之
服
、
列
國
之
大

夫
。
再
命
、
於
子
男
爲
卿
。
卿
大
夫
自
玄
冕
而
下
、
如
孤
之
服
。
王
之

中
士
亦
再
命
、
則
爵
弁
服
。
」

⑧
「
九
卿
」
の
語
は
『
周
礼
』
で
は
考
工
記
・
匠
人

41-28b

「
内
有
九

室
、
九
嬪
居
之
。
外
有
九
室
、
九
卿
朝
焉
。
九
分
其
國
、
以
爲
九
分
、

九
卿
治
之
」
に
し
か
見
え
な
い
。
そ
の
注28b7

に
「
六
卿
三
孤
爲
九
卿
」

と
言
う
。
「
三
孤
」
に
つ
い
て
は
、
『
周
礼
』
天
官
・
掌
次6-11b

「
孤
卿

有
邦
事
、
則
張
幕
設
案
」
の
鄭
注11b10

で
は
『
尚
書
』
周
官18-3b

「
立

太
師
太
傅
太
保
、
茲
惟
三
公
、
論
道
經
邦
、
…
少
師
少
傅
少
保
、
曰
三

孤
、
貳
公
弘
化
」
に
基
づ
い
て
、「
孤
、
王
之
孤
三
人
、
副
三
公
論
道
者
」

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
で
は
「
夏
、
殷
亡
聞

焉
、
周
官
則
備
矣
。
天
官
冢
宰
、
地
官
司
徒
、
春
官
宗
伯
、
夏
官
司
馬
、

秋
官
司
寇
、
冬
官
司
空
、
是
爲
六
卿
、
各
有
徒
屬
職
分
、
用
於
百
事
。

太
師
、
太
傅
、
太
保
、
是
爲
三
公
、
蓋
參
天
子
、
坐
而
議
政
、
無
不
總

統
、
故
不
以
一
職
爲
官
名
。
又
立
三
少
爲
之
副
、
少
師
、
少
傅
、
少
保
、

是
爲
孤
卿
、
與
六
卿
爲
九
焉
」
と
言
う
。

⑨
こ
の
一
句
は
誤
り
が
あ
る
か
。
「
摠
云
卿
、
謂
卿
與
四
命
之
孤
」
の
意

味
か
と
思
わ
れ
る
が
、
か
り
に
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
お
く
。

⑩
『
儀
礼
』
士
冠
礼
で
は
、「
爵
弁
服
」
を
「
皮
弁
服
」
の
上
位
に
置
き
、

鄭
玄
は
そ
れ
ぞ
れ
「
此
與
君
祭
之
服
」（2-1a5

）
、「
此
與
君
視
朔
之
服
也
」

（2-3a3

）
と
注
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
周
礼
』
に
は
「
爵
弁
（
服
）
」

は
見
え
ず
、
士
の
着
る
最
上
の
服
は
「
皮
弁
（
服
）
」
と
さ
れ
て
い
る
（
上

注
⑥
参
照
）
。
こ
こ
の
鄭
玄
注
で
は
祭
服
と
し
て
「
爵
弁
服
」
を
挙
げ
て

い
る
か
。

⑪
『
周
礼
』
春
官
・
序
官17-13b

「
大
祝
、
下
大
夫
二
人
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
「
卿
大
夫
の
服
す
る
所
の
裨
冕
は
絺
冕
な
り
」
と
は
、
按
ず

る
に
（
『
儀
礼
』
）
覲
礼
に
「
侯
氏
（
天
子
に
見
え
る
諸
侯
）
は
裨
冕
を
着
る
」

と
あ
り
、
そ
の
鄭
注
で
は
、
「
裨
冕
と
は
、
裨
衣
を
着
て
冕
を
被
る
こ
と
。
裨

は
埤
（
ひ
く
い
）
の
言
い
で
あ
る
。
天
子
に
は
六
等
の
服
が
あ
り
、
大
裘
が
最

上
で
、
そ
れ
以
外
（
の
衮
冕
、
鷩
冕
、
毳
冕
、
絺
冕
、
玄
冕
）
を
裨
と
し
て
、

事
の
尊
卑
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
着
る
が
、
諸
侯
も
ま
た
こ
の
裨
衣
を
着
る
の
だ
」

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
（
同
篇
の
）
注
で
は
、
「
袞
衣
と
は
、
裨
の
最
上
の
も

の
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
（
頭
に
着
け
る
冕
は
同
じ
で
）
裨
は
た
だ
衣

服
に
拠
っ
て
（
等
差
付
け
ら
れ
て
）
い
る
の
だ
。
裨
衣
を
着
て
冕
を
被
る
こ
と

を
あ
ら
わ
す
か
ら
、
「
裨
冕
」
と
言
う
の
だ
。
裨
（
ひ
く
い
）
と
言
う
の
は
、

そ
の
（
衣
：
う
わ
ぎ
の
）
繢
（
絵
柄
）
と
（
裳
：
も
す
そ
の
）
繍
（
刺
繍
）
の

違
い
に
拠
（
っ
て
大
裘
以
下
が
等
差
付
け
ら
れ
て
い
）
る
の
だ
。
「
諸
侯
の
卿

大
夫
の
服
す
る
所
の
裨
冕
は
絺
冕
な
り
玄
冕
な
り
」
と
言
う
の
は
、
こ
れ
は
（
公

・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
）
五
等
の
諸
侯
の
孤
卿
大
夫
の
（
着
る
服
は
）
、
た
だ

絺
冕
以
下
に
限
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
。
以
上
の
（
経
文
で
言
わ
れ
る
）
諸

侯
の
薨
は
（
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
）
五
等
を
兼
ね
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を

一
括
り
に
し
て
そ
の
臣
下
の
服
を
解
釈
し
た
も
の
。
こ
こ
で
の
卿
は
、
公
の
孤

卿
を
兼
ね
て
い
る
。
も
し
孤
卿
で
あ
れ
ば
絺
冕
を
着
、
も
し
三
命
や
再
命
の
卿
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大
夫
で
あ
れ
ば
玄
冕
を
着
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
『
周
礼
』
司
服
に
、
「
孤

は
絺
冕
以
下
、
卿
大
夫
は
玄
冕
以
下
（
を
着
る
）
」
と
言
う
の
だ
。
ま
た
（
『
周

礼
』
）
大
宗
伯
に
、
「
再
命
し
て
服
を
受
け
る
」
と
言
っ
て
い
て
、
そ
の
鄭
注

に
「
玄
冕
の
服
を
受
け
る
。
（
再
命
す
る
者
は
）
列
国
（
侯
伯
の
国
）
の
大
夫

と
な
る
。
子
男
（
の
国
）
に
お
い
て
は
卿
と
な
る
。
卿
大
夫
の
玄
冕
以
下
（
の

服
の
制
度
）
、
孤
の
（
玄
冕
以
下
の
）
服
と
同
じ
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
孤
は
絺
冕
を
身
に
付
け
、
卿
と
大
夫
と
は
み
な
玄
冕
を
身
に
付
け
る
と
い
う

こ
と
だ
。
『
周
礼
』
で
は
三
孤
と
六
卿
を
（
あ
わ
せ
て
）
九
卿
と
呼
ん
で
い
る

か
ら
、
総
じ
て
（
卿
と
）
言
え
ば
、
卿
と
四
命
（
の
孤
）
と
を
言
う
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
が
卿
の
名
が
孤
に
も
通
ず
る
と
い
う
こ
と
だ
。
「
士
は
爵
弁
服
を

服
す
」
と
言
う
の
は
、
天
子
の
大
祝
が
大
夫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
侯
（
の
大

祝
に
）
つ
い
て
は
、
（
経
に
）
明
文
が
無
い
け
れ
ど
も
、
も
し
こ
れ
が
士
で
あ

れ
ば
爵
弁
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
経
に
「
大
祝
裨
冕
す
」
と
言
っ

て
い
る
か
ら
、
（
士
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
）
「
則
ち
大
夫
な
り
」
と
言
う

の
だ
。

【
経
】
（
一
葉
表
十
行
）

祝
聲
三
、
告
曰
、
某
之
子
生
、
敢
告
。

［
書
き
下
し
文
］

祝
声
三
た
び
し
、
告
げ
て
曰
く
、
「
某
の
子
生
ま
る
、
敢
へ
て
告
ぐ
」
と
①
。

①
こ
の
部
分
は
『
儀
礼
』
既
夕
礼

38-3b

「
商
祝
免
袒
、
執
功
布
入
、
升

自
西
階
、
盡
階
不
升
堂
、
聲
三
啓
三
、
命
哭
」
に
対
応
す
る
儀
節
で
あ

る
。

［
現
代
語
訳
］

祝
が
（
「
あ
あ
」
と
い
う
）
声
を
三
た
び
出
し
て
（
亡
君
の
神
の
注
意
を
引
い

た
後
）
、
告
げ
て
、
「
某
（
夫
人
）
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
敢
え
て
お
告
げ

い
た
し
ま
す
」
と
言
う
。

【
疏
】
（
二
葉
裏
七
行
）

○
聲
、
謂
噫
歆
之
聲
。
三
所
出
、
警
神
也
。
言
若
夫
人
某
氏
之
子
生
、
以
告
殯

之
辭
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
声
は
、
噫
歆
の
声
を
謂
ふ
。
出
だ
す
る
所
を
三
た
び
す
る
は
、
神
に
警
す
る

な
り
。
言
ふ
こ
と
夫
人
某
氏
の
子
生
ま
る
と
い
ふ
が
若
し
、
以
て
殯
に
告
ぐ
る

の
辞
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○
（
こ
こ
で
発
す
る
）
声
は
、
噫
歆
（
あ
あ
）
と
い
う
声
を
言
う
の
だ
。
こ
の

声
を
三
度
出
だ
す
の
は
、（
そ
れ
に
よ
っ
て
亡
君
の
）
神
の
注
意
を
引
く
の
だ
。

こ
こ
で
言
う
言
葉
は
、
夫
人
某
氏
の
子
が
生
ま
れ
た
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。（
亡

君
の
）
殯
に
告
げ
る
言
葉
で
あ
る
。

【
注
】
（
一
葉
裏
一
行
）

聲
、
噫
歆
、
警
神
也
。
某
、
夫
人
之
氏
也
。

［
書
き
下
し
文
］

声
は
、
噫
歆
、
神
に
警
す
る
な
り
①
。
某
は
、
夫
人
の
氏
な
り
。

①
『
儀
礼
』
既
夕
礼
注38-3b4

で
は
「
聲
三
、
三
有
聲
、
存
神
也
。
啓

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）
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三
、
三
言
啓
、
告
神
也
。
舊
説
以
爲
、
聲
、
噫
興
也
」
と
言
い
、
そ
の

疏3b7

で
「
云
三
有
聲
存
神
也
者
、
案
曾
子
問
亦
云
、
祝
聲
三
。
鄭
云
、

警
神
也
。
即
此
存
神
也
。
云
舊
説
以
爲
聲
噫
興
者
、
鄭
注
曾
子
問
云
、

聲
、
噫
歆
。
不
云
舊
説
、
亦
是
舊
説
也
」
と
議
論
さ
れ
て
い
る
。「
噫
歆
」

「
噫
興
」
に
つ
い
て
は
、
銭
大
昕
『
声
類
』
釈
言
が
「
按
噫
歆
、
噫
興

即
噫
嘻
之
轉
、
亦
即
嗚
呼
之
轉
也
」
と
論
じ
て
い
る
。「
噫
嘻
」
は
『
詩
』

周
頌
・
噫
嘻19.2-18b

「
噫
嘻
成
王
」
。
鄭
箋18b4

は
「
噫
嘻
、
有
所
多

大
之
聲
也
」
と
注
す
る
。
な
お
、
こ
の
注
に
対
す
る
疏
で
は
「
噫
」
で

句
読
を
切
り
、
「
声
は
、
噫
。
神
に
歆
警
す
る
な
り
」
と
読
む
が
、
こ
こ

で
は
従
わ
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

（
こ
こ
で
発
す
る
）
声
は
、
噫
歆
（
あ
あ
）
で
、
（
こ
の
声
に
よ
り
亡
君
の
）

神
の
注
意
を
引
く
の
で
あ
る
。
「
某
」
に
は
、
夫
人
の
氏
が
入
る
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
二
葉
裏
八
行
）

○
正
義
曰
、
直
云
祝
聲
、
不
知
作
何
聲
。
按
論
語
云
、
顏
淵
死
。
子
曰
、
噫
、

天
喪
予
。
檀
弓
云
、
公
肩
假
曰
、
噫
。
是
古
人
發
聲
多
云
噫
、
故
知
此
聲
亦
謂

噫
也
。
凡
祭
祀
、
神
之
所
享
、
謂
之
歆
。
今
作
聲
、
欲
令
神
歆
享
、
故
云
歆
警

神
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
直
だ
祝
声
と
の
み
云
は
ば
、
何
の
声
を
作
す
か
を
知
ら
ず
。

按
ず
る
に
『
論
語
』
（
先
進
）11-3b

に
云
ふ
、
「
顏
淵
死
す
。
子
曰
く
、
噫
、

天
予
を
喪
せ
り
」
と
。
檀
弓
（
下
）10-6a

に
云
ふ
、
「
公
肩
仮
曰
く
、
噫
①
」

と
。
是
れ
古
人
の
発
声
多
く
「
噫
」
と
云
ふ
。
故
に
此
の
声
も
亦
た
噫
と
謂
ふ

を
知
る
な
り
。
凡
そ
祭
祀
、
神
の
享
く
る
所
、
之
を
歆
と
謂
ふ
。
今
、
声
を
作

す
は
、
神
を
し
て
歆
享
せ
し
め
ん
と
欲
す
、
故
に
云
ふ
「
神
に
歆
警
す
る
な
り
」

と
②
。①

『
礼
記
』
檀
弓
下
の
原
文
で
は
「
噫
」
の
前
に
文
章
が
入
っ
て
い
る
。

②
注
の
「
歆
警
」
を
連
文
と
し
て
、
「
歆
享
」
と
同
義
に
解
釈
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
の
鄭
注
は
「
噫
歆
」
で
句
読
を
切
る
べ
き
で
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
（
経
文
で
は
）
た
だ
「
祝
声
」
と
だ
け
言
っ
て
い
て
、
ど
の

よ
う
な
声
を
出
す
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
按
ず
る
に
『
論
語
』
（
先
進
）
に
、

「
顏
淵
が
死
ん
だ
。
孔
子
は
、
噫
（
あ
あ
）
、
天
は
わ
た
し
を
亡
ぼ
し
た
も
う

た
と
言
わ
れ
た
」
と
あ
り
、
（
『
礼
記
』
）
檀
弓
（
下
）
に
、
「
公
肩
仮
は
、
噫

（
あ
あ
）
と
言
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
古
人
が
声
を
発
す
る
の
に
多
く
「
噫

（
あ
あ
）
」
と
言
う
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
こ
で
の
声
も
ま
た
「
噫
（
あ

あ
）
」
と
言
う
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。
凡
そ
祭
祀
に
お
い
て
、
神
が
享
け
る
こ

と
を
、
「
歆
」
と
言
う
。
今
、
声
を
出
す
の
は
、
（
亡
君
の
）
神
に
（
告
事
を
）

歆
享
（
う
け
い
れ
）
さ
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
な
の
だ
、
だ
か
ら
「
神
に
歆
警

（
う
け
い
れ
）
さ
せ
る
の
だ
」
と
言
う
の
だ
。

【
経
】
（
一
葉
裏
二
行
）

升
奠
幣
于
殯
東
几
上
、
哭
降
。

［
書
き
下
し
文
］

升
り
て
幣
を
殯
東
の
几
上
に
奠
き
、
哭
し
降
る
。
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［
現
代
語
訳
］

（
堂
に
）
升
っ
て
幣
（
束
帛
の
さ
さ
げ
も
の
）
を
殯
の
東
の
几
（
つ
く
え
）
の

上
に
お
き
、
哭
し
て
（
堂
か
ら
）
降
る
。

【
疏
】
（
二
葉
裏
十
行
）

○
升
奠
幣
于
殯
東
几
上
哭
降
者
、
謂
告
殯
竟
、
執
束
帛
者
升
堂
、
奠
置
所
執
之

幣
于
殯
東
几
筵
上
。
畢
、
遂
哭
。
哭
竟
而
降
階
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
「
升
り
て
幣
を
殯
東
の
几
上
に
奠
き
、
哭
し
降
る
」
と
は
、
謂
ふ
こ
こ
ろ
は

殯
に
告
げ
竟
り
、
束
帛
を
執
る
者
堂
に
升
り
、
執
る
所
の
幣
を
殯
東
の
几
筵
の

上
に
奠
置
す
。
畢
れ
ば
、
遂
に
哭
す
。
哭
し
竟
り
て
階
を
降
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○
「
升
り
て
幣
を
殯
東
の
几
上
に
奠
き
、
哭
し
降
る
」
と
は
、
殯
に
告
げ
終
わ

れ
ば
、
束
帛
を
手
に
執
る
者
が
堂
に
升
り
、
手
に
執
っ
て
い
る
（
束
帛
の
）
幣

（
さ
さ
げ
も
の
）
を
殯
東
の
几
（
つ
く
え
）
筵
（
し
き
も
の
）
の
上
に
安
置
す

る
。
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
哭
を
行
い
。
哭
し
終
わ
っ
て
階
を
降
る
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

【
注
】
（
一
葉
裏
二
行
）

几
筵
於
殯
東
、
明
繼
體
也
。

［
書
き
下
し
文
］

殯
東
に
几
筵
す
る
は
、
体
を
継
ぐ
を
明
か
に
す
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

殯
の
東
に
几
（
つ
く
え
）
筵
（
し
き
も
の
）
を
設
け
る
の
は
、
（
こ
の
子
が
）

後
継
ぎ
と
な
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
（
た
め
の
）
も
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
三
葉
表
一
行
）

○
正
義
曰
、
按
阮
諶
禮
圖
云
、
几
長
五
尺
、
高
尺
二
寸
、
廣
二
尺
。
皇
氏
云
、

周
禮
天
子
下
室
喪
奠
有
素
几
、
不
云
殯
宮
有
几
。
而
諸
侯
雖
無
文
、
當
與
天
子

同
。
而
大
夫
士
葬
前
下
室
、
並
無
几
、
降
於
人
君
也
。
並
葬
後
、
殯
宮
皆
有
几
。

人
君
未
葬
前
、
而
於
下
室
有
素
几
、
其
殯
宮
無
几
。
今
世
子
生
既
告
、
權
移
下

室
之
几
於
殯
東
、
告
於
繼
體
、
異
常
日
。
庾
氏
云
、
未
虞
施
几
筵
、
常
於
下
室
。

然
殯
宮
几
筵
、
爲
朝
夕
之
奠
、
常
在
不
去
。
今
更
特
設
几
筵
於
殯
宮
東
者
、
特

異
其
事
、
以
爲
世
子
之
生
、
故
鄭
云
、
几
筵
於
殯
東
、
明
繼
體
也
。
今
按
既
夕

禮
、
燕
養
饋
羞
如
他
日
、
則
下
室
所
供
之
物
、
如
平
常
皆
用
吉
物
、
即
今
之
告

靈
、
不
得
有
素
几
。
又
司
几
筵
云
、
凡
喪
事
右
素
几
。
注
云
、
喪
事
謂
凡
奠
也
。

又
云
、
凶
事
仍
几
。
注
云
、
凶
事
謂
凡
奠
、
几
①
朝
夕
相
因
、
喪
禮
畧
、
以
此

推
之
、
即
素
几
是
殯
宮
朝
夕
設
奠
之
、
几
不
在
下
室
、
而
庾
皇
等
以
爲
素
几
設

於
下
室
、
未
審
何
以
知
之
、
其
義
非
也
。
熊
氏
以
爲
、
天
子
諸
侯
、
在
殯
宮
則

有
几
筵
。
大
夫
士
大
斂
有
席
、
虞
始
有
几
。
然
殯
宮
几
筵
、
爲
朝
夕
之
奠
、
常

在
不
去
。
今
更
特
設
几
於
殯
東
、
當
明
世
子
是
繼
體
之
貴
、
故
於
常
几
筵
之
外
、

別
特
設
之
。
考
三
家
之
説
、
熊
以
爲
是
、
皇
庾
以
爲
非
。

①
底
本
は
「
凡
」
に
作
る
。
『
周
礼
』
注
に
よ
り
「
几
」
に
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
阮
諶
『
礼
図
』
に
云
ふ
、
「
几
、
長
五
尺
、
高
尺

二
寸
、
広
二
尺
」
と
①
。
皇
氏
云
ふ
、
「
『
周
礼
』
、
天
子
下
室
②
の
喪
奠
に
素
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几
有
る
も
③
、
殯
宮
に
几
有
り
と
云
は
ず
。
而
ら
ば
諸
侯
文
無
し
と
雖
も
、
当

に
天
子
と
同
じ
な
る
べ
し
。
而
し
て
大
夫
士
は
葬
前
下
室
並
び
に
几
無
し
、
人

君
よ
り
降
る
な
り
④
。
並
び
に
葬
後
、
殯
宮
皆
な
几
有
り
⑤
。
人
君
未
だ
葬
せ

ざ
る
前
に
し
て
、
下
室
に
於
て
素
几
有
る
も
、
其
の
殯
宮
は
几
無
し
。
今
世
子

生
れ
て
既
に
告
げ
、
権
（
か
り
）
に
下
室
の
几
を
殯
の
東
に
移
し
て
、
体
を
継

ぐ
る
を
告
ぐ
、
常
日
に
異
な
れ
り
」
と
。
庾
氏
⑥
云
ふ
、
「
未
だ
虞
せ
ず
し
て

几
筵
を
施
す
は
、
常
に
下
室
に
於
て
す
。
然
ら
ば
殯
宮
の
几
筵
、
朝
夕
の
奠
の

為
に
し
て
、
常
に
在
り
て
去
ら
ず
。
今
更
に
特
に
几
筵
を
殯
宮
の
東
に
設
く
る

は
、
其
の
事
を
特
異
に
す
。
世
子
の
生
る
る
が
為
を
以
て
、
故
に
鄭
、
「
殯
の

東
に
几
筵
す
る
は
、
体
を
継
ぐ
る
を
明
ら
か
に
す
」
と
云
ふ
な
り
」
と
。
今
既

夕
礼
を
按
ず
る
に
、
「
燕
養
饋
羞
、
他
日
の
如
」
く
な
れ
ば
⑦
、
則
ち
下
室
に

供
ふ
る
所
の
物
、
平
常
の
如
く
皆
な
吉
物
を
用
ふ
れ
ば
、
即
ち
今
の
告
霊
、
素

几
有
る
を
得
ず
。
又
た
司
几
筵
に
云
ふ
、「
凡
そ
喪
事
は
素
几
を
右
に
す
」
と
。

注
に
云
ふ
、
「
喪
事
は
凡
奠
を
謂
ふ
な
り
」
と
⑧
。
又
た
云
ふ
、
「
凶
事
は
仍

几
」
と
。
注
に
云
ふ
、
「
凶
事
は
凡
奠
を
謂
ふ
。
几
は
朝
夕
相
ひ
因
る
、
喪
礼

は
略
な
れ
ば
な
り
」
と
⑨
、
此
を
以
て
之
を
推
さ
ば
、
即
ち
素
几
は
是
れ
殯
宮

に
朝
夕
之
を
設
け
奠
き
、
几
は
下
室
に
在
ら
ず
、
而
る
に
庾
皇
等
以
て
素
几
は

下
室
に
設
く
と
為
す
は
、
未
だ
何
を
以
て
之
を
知
る
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
、
其

の
義
非
な
り
。
熊
氏
以
為
ら
く
、
「
天
子
諸
侯
は
、
殯
宮
に
在
り
て
則
ち
几
筵

有
り
。
大
夫
士
は
大
斂
に
席
有
り
⑩
、
虞
に
始
め
て
几
有
り
。
然
ら
ば
殯
宮
の

几
筵
は
、
朝
夕
の
奠
の
為
に
し
て
、
常
に
在
り
て
去
ら
ず
。
今
更
に
特
に
几
を

殯
の
東
に
設
く
る
は
、
当
に
世
子
は
是
れ
継
体
の
貴
き
な
る
を
明
ら
か
に
す
べ

し
、
故
に
常
几
筵
の
外
に
於
て
、
別
に
特
に
之
を
設
く
」
と
。
三
家
の
説
を
考

ふ
る
に
、
熊
以
て
是
と
為
す
、
皇
庾
以
て
非
と
為
す
。

①
阮
諶
『
礼
図
』
は
『
隋
書
』
経
籍
志
一
に
「
三
禮
圖
九
巻
。
（
自
注
）

鄭
玄
及
後
漢
侍
中
阮
諶
等
撰
」
と
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
『
周
礼
』
春
官

・
司
几
筵
疏20-13b1

「
凡
几
之
長
短
、
阮
諶
云
、
几
長
五
尺
、
高
三
尺
、

廣
二
尺
。
馬
融
以
爲
長
三
尺
。
舊
圖
以
爲
几
兩
端
赤
、
中
央
黑
也
」
参

照
。

②
「
下
室
」
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
既
夕
記

41-8a

「
朔
月
若
薦
新
、

則
不
饋
于
下
室
。
」
注8a6

「
下
室
、
如
今
之
内
堂
、
正
寢
聽
朝
事
。
」
疏8a9

「
云
下
室
如
今
之
内
堂
者
、
下
室
既
爲
燕
寢
、
故
鄭
舉
漢
法
内
堂
況
之
。

云
正
寢
聽
朝
事
者
、
天
子
諸
侯
路
寢
以
聽
政
、
燕
寢
以
燕
息
。
案
玉
藻

29-19a

云
、
「
朝
玄
端
夕
深
衣
。
」
鄭
注19b1

云
、
「
謂
大
夫
士
也
。
」
則

亦
在
正
寢
也
。
」
参
照
。

③
『
周
礼
』
春
官
・
司
几
筵20-12a

「
凡
喪
事
、
設
葦
席
、
右
素
几
。
」

注12a7

「
喪
事
謂
凡
奠
也
。
」
疏12a10

「
云
喪
事
謂
凡
奠
也
者
、
以
其

言
凡
、
非
一
之
義
。
士
喪
禮
始
死
之
奠
、
乃
至
小
斂
之
奠
、
亦
設
於
地
、

未
有
席
。
至
大
斂
奠
、
乃
有
席
。
殯
後
、
則
有
朝
夕
奠
、
朔
月
奠
。
大

夫
已
上
、
兼
有
月
半
奠
、
并
有
薦
新
奠
、
葬
時
又
有
遷
奠
、
祖
奠
、
大

遣
奠
。
葬
乃
廢
奠
、
而
虞
祭
也
。
故
鄭
云
、
謂
凡
奠
也
。
」

④
大
夫
士
が
葬
前
に
几
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
檀
弓
下

10-15a

「
虞
而
立
尸
、
有
几
筵
。
」
疏15a8

「
有
几
筵
者
、
未
葬
之
前
、

殯
宮
雖
有
脯
醢
之
奠
、
不
立
几
筵
。
其
大
斂
之
奠
、
雖
在
殯
宮
、
但
有

席
而
已
、
亦
無
几
也
。
此
席
素
席
、
故
前
云
奠
以
素
器
、
其
下
室
之
内

有
吉
几
筵
。
今
葬
訖
、
既
設
虞
祭
、
有
素
几
筵
。
筵
雖
大
斂
之
時
已
有
、

至
於
虞
祭
、
更
立
筵
、
與
几
相
配
、
故
云
有
几
筵
。
故
士
虞
禮42-4b

云
、

「
祝
免
、
澡
葛
絰
帶
、
布
席
于
室
中
、
東
面
右
几
」
、
是
也
。
然
此
虞
祭
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而
有
几
、
謂
士
大
夫
禮
。
若
天
子
諸
侯
、
則
葬
前
有
几
。
故
周
禮
司
几

筵
云
、
喪
事
素
几
。
鄭
注
云
、
謂
凡
奠
時
。
天
子
既
爾
、
諸
侯
南
面
之

君
、
其
事
亦
然
」
参
照
。
檀
弓
疏
中
の
「
故
前
云
」
は
『
礼
記
』
檀
弓

下10-13b

「
奠
以
素
器
、
以
生
者
有
哀
素
之
心
也
。
」
注13b7

「
哀
素
、

言
哀
痛
無
飾
也
。
凡
物
無
飾
曰
素
。
」

⑤
士
が
葬
後
に
几
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
士
虞
礼

41-3a

「
素
几
葦
席
在
西
序
下
。
」
注3a2

「
有
几
、
始
鬼
神
也
。
」
疏3a2

「
經

几
席
具
有
、
注
唯
云
几
者
、
以
其
大
斂
奠
時
、
已
有
席
、
至
此
虞
祭
、

乃
有
几
故
也
。
然
案
檀
弓
云
、
虞
而
立
尸
、
有
几
筵
。
筵
則
席
、
虞
祭

始
有
者
、
以
几
筵
相
將
、
故
連
言
筵
。
其
虞
有
几
、
若
天
子
諸
侯
、
始

死
則
几
席
具
、
故
周
禮
司
几
筵
云
、
毎
燾
一
几
。
據
始
殯
及
葬
時
、
是

始
死
即
几
席
具
也
」
参
照
。
こ
の
疏
の
末
尾
に
つ
い
て
は
、
『
周
礼
』
春

官
・
司
几
筵20-12a

「
毎
敦
一
几
。
」
注12a8
「
敦
讀
曰
燾
、
燾
、
覆
也
。

棺
在
殯
則
椁
燾
、
既
窆
則
加
見
、
皆
謂
覆
之
。
周
禮
雖
合
葬
及
同
時
在

殯
、
皆
異
几
體
實
不
同
。
祭
於
廟
同
几
精
氣
合
」
参
照
。

⑥
庾
氏
の
注
に
つ
い
て
は
、
『
隋
書
』
経
籍
志
一
に
「
禮
記
略
解
十
巻
。

（
自
注
）
庾
氏
撰
」
と
見
え
て
い
る
。
庾
氏
に
つ
い
て
は
経
籍
志
一
「
喪

服
三
十
一
巻
。
（
自
注
）
宋
員
外
郎
散
騎
庾
蔚
之
撰
」
参
照
。
こ
の
庾
氏

の
説
で
、
虞
前
に
下
室
に
几
筵
が
設
置
さ
れ
る
と
す
る
最
初
の
文
と
、

そ
れ
以
下
の
部
分
と
の
つ
な
が
り
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
最
初
の

文
を
除
け
ば
、
末
尾
に
引
か
れ
る
熊
氏
の
文
章
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

か
ら
、
あ
る
い
は
文
章
に
乱
れ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑦
『
儀
礼
』
既
夕
記41-7b

「
燕
養
饋
羞
、
湯
沐
之
饌
、
如
他
日
。
」
注7b8

「
燕
養
、
平
常
所
用
供
養
也
。
饋
、
朝
夕
食
也
。
羞
、
四
時
之
珍
異
。

…7b9

孝
子
不
忍
一
日
廢
其
事
親
之
禮
、
於
下
室
日
設
之
、
如
生
存
也
。
」

⑧
、
⑨
『
周
礼
』
春
官
・
司
几
筵20-12b

「
凡
吉
事
變
几
、
凶
事
仍
几
。
」

注12b10

「
故
書
仍
爲
乃
。
鄭
司
農
云
、
變
几
、
變
更
其
質
、
謂
有
飾
也
。

乃
讀
為
仍
、
仍
、
因
也
。
因
其
質
、
謂
無
飾
也
。
爾
雅
曰
、
儴
、
仍
、

因
也
。
…13a1

玄
謂
、
吉
事
、
王
祭
宗
廟
、
祼
於
室
、
饋
食
於
堂
、
繹

於
祊
、
毎
事
易
几
、
神
事
文
、
示
新
之
也
。
凶
事
謂
凡
奠
、
几
朝
夕
相

因
、
喪
禮
略
。
」
「
凡
奠
」
に
つ
い
て
は
、
上
注
③
参
照
。

⑩
士
の
大
斂
の
奠
に
席
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
士
喪
礼

37-2a

「
奠
席
在
饌
北
、
斂
席
在
其
東
。
」
注2a5

「
大
斂
奠
而
有
席
、
彌

神
之
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
阮
諶
『
礼
図
』
で
は
、
「
几
は
、
長
さ
五
尺
、
高

さ
尺
二
寸
、
広
さ
二
尺
」
と
言
う
。
皇
侃
は
、
「
『
周
礼
』
で
は
、
天
子
の
場

合
、
下
室
（
亡
君
の
生
前
の
部
屋
）
に
（
供
え
る
）
喪
奠
（
喪
の
供
え
物
）
に

（
そ
れ
を
置
く
）
素
几
（
白
木
の
つ
く
え
）
が
有
る
が
、
殯
宮
に
几
が
有
る
と

は
言
っ
て
い
な
い
。
な
ら
ば
諸
侯
の
場
合
も
、
（
経
に
）
明
文
は
無
い
の
で
は

あ
る
が
、
き
っ
と
天
子
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
（
他
方
）
大
夫
士
の
場
合
は
、
葬

前
に
は
下
室
に
も
並
び
に
几
が
無
く
、
人
君
よ
り
（
礼
が
）
降
る
の
だ
。
（
天

子
以
下
）
並
び
に
葬
後
に
は
、
み
な
殯
宮
に
几
が
有
る
。
人
君
が
ま
だ
葬
ら
れ

な
い
前
は
、
下
室
に
は
素
几
が
有
っ
て
も
、
そ
の
殯
宮
に
は
几
が
無
い
。
今
、

世
子
が
生
れ
て
す
で
に
（
生
ま
れ
た
こ
と
を
）
告
げ
終
え
た
の
で
、（
つ
ぎ
に
）

ま
に
あ
わ
せ
に
下
室
の
几
を
殯
の
東
に
移
し
て
（
供
え
物
を
置
い
て
）
、
こ
の

子
が
後
を
継
ぐ
こ
と
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
常
日
（
の
礼
）
と
は
異
な
る
の
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だ
」
と
言
う
。
庾
蔚
之
は
、「
ま
だ
虞
祭
を
お
こ
な
う
前
に
几
筵
を
施
す
の
は
、

常
に
下
室
に
お
い
て
行
う
の
だ
。
な
ら
ば
殯
宮
の
几
筵
は
、
朝
夕
の
奠
の
為
に

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
常
設
し
て
取
り
去
ら
な
い
。
今
さ
ら
に
特
に
几
筵
を
殯
宮

の
東
に
設
け
る
の
は
、
そ
の
事
を
特
別
な
も
の
と
す
る
か
ら
だ
。
世
子
が
生
れ

た
が
為
に
（
特
別
に
そ
う
す
る
の
で
あ
っ
て
）
、
そ
れ
故
に
鄭
玄
は
、
「
殯
の

東
に
几
筵
を
設
け
る
の
は
、
こ
の
子
が
後
を
継
ぐ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
」

と
言
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
う
。
い
ま
（
『
儀
礼
』
）
既
夕
礼
を
按
ず
る
に
、「
燕

養
（
親
に
対
す
る
平
時
の
供
養
）
、
饋
（
朝
夕
の
食
事
）
、
羞
（
四
時
の
め
ず

ら
し
い
食
べ
物
）
は
、
他
日
（
親
が
生
存
し
て
い
た
日
々
）
の
よ
う
に
す
る
」

の
で
あ
れ
ば
、
下
室
に
供
え
る
品
々
は
、
（
生
前
の
）
平
常
の
よ
う
に
み
な
吉

物
を
用
い
る
の
で
あ
っ
て
（
そ
れ
を
置
く
の
も
素
几
で
は
な
い
か
ら
）
、
つ
ま

り
は
今
の
（
親
）
霊
に
告
げ
る
場
合
も
、
（
下
室
か
ら
持
ち
出
す
）
素
几
が
有

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
（
『
周
礼
』
）
司
几
筵
に
、
「
凡
そ
喪
事
に
お
い

て
は
素
几
を
右
に
す
る
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
注
に
、
「
（
こ
こ
で
の
）
喪
事
と

は
凡
（
あ
ら
ゆ
る
）
奠
に
つ
い
て
言
う
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
（
司
几

筵
に
）
、
「
凶
事
は
仍
几
（
几
を
改
め
ず
に
そ
の
ま
ま
用
い
る
）
」
と
あ
り
、
そ

の
注
に
、
「
（
こ
こ
で
の
）
凶
事
は
凡
（
あ
ら
ゆ
る
）
奠
に
つ
い
て
言
う
の
だ
。

几
は
（
改
め
ず
に
）
朝
夕
と
も
に
そ
の
ま
ま
用
い
る
が
、
そ
れ
は
喪
礼
は
（
吉

礼
に
比
し
て
儀
節
を
）
簡
略
に
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
推
す
な
ら
ば
、
つ
ま
り
は
素
几
は
殯
宮
に
朝
夕
に
こ
れ
を
設
け
奠
く
の
で
あ

っ
て
、
（
そ
の
）
几
は
下
室
に
は
無
い
の
だ
。
な
の
に
庾
・
皇
等
は
素
几
を
下

室
に
設
け
る
と
す
る
が
、
何
に
よ
っ
て
そ
う
で
あ
る
と
知
っ
た
の
か
審
ら
か
で

は
な
い
。
彼
ら
の
解
釈
は
誤
っ
て
い
よ
う
。
熊
安
生
は
、
「
天
子
諸
侯
の
場
合

は
、
殯
宮
に
お
い
て
几
筵
が
有
る
。
大
夫
士
の
場
合
は
大
斂
に
お
い
て
席
が
有

り
、
虞
に
お
い
て
始
め
て
几
が
有
る
。
な
ら
ば
殯
宮
の
几
筵
は
、
朝
夕
の
奠
の

為
で
あ
っ
て
、
常
設
し
て
取
り
去
ら
な
い
の
だ
。
今
さ
ら
に
特
に
几
を
殯
の
東

に
設
け
る
の
は
、
こ
の
世
子
が
貴
い
後
継
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
常
設
の
几
筵
の
外
に
、
別
に
特
に
こ
れ
を
設

け
た
の
だ
」
と
考
え
て
い
る
。
三
家
の
説
を
考
え
る
に
、
熊
氏
が
正
し
く
、
皇

氏
庾
氏
は
間
違
っ
て
い
よ
う
。

【
経
】
（
一
葉
裏
三
行
）

衆
主
人
卿
大
夫
士
房
中
皆
哭
、
不
踊
。

［
書
き
下
し
文
］

衆
主
人
卿
大
夫
士
房
中
皆
な
哭
す
も
①
、
踊
せ
ず
。

①
「
房
中
」
で
死
者
の
女
子
の
親
族
を
あ
ら
わ
す
の
は
経
典
類
で
は
他

に
例
を
見
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

衆
主
人
（
亡
君
の
親
族
）
、
卿
大
夫
士
、
房
中
（
亡
君
の
妻
妾
や
同
居
の
女
子
）

は
皆
な
哭
す
が
、
踊
は
し
な
い
。

【
注
】
（
一
葉
裏
三
行
）

衆
主
人
、
君
之
親
也
。
房
中
、
婦
人
。

［
書
き
下
し
文
］

衆
主
人
は
、
君
の
親
な
り
①
。
房
中
は
、
婦
人
な
り
②
。

①
、
②
「
衆
主
人
」
に
つ
い
て
『
儀
礼
』
鄭
注
は
二
様
の
解
釈
を
与
え

て
い
る
。
士
喪
礼

35-5b

「
（
主
人
）
入
坐
于
牀
東
、
衆
主
人
在
其
後
西
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面
、
婦
人
俠
牀
東
面
。
」
注5b5

「
衆
主
人
、
庶
昆
弟
也
。
婦
人
、
謂
妻

妾
子
姓
也
、
亦
適
妻
在
前
。
」
、
既
夕
礼
（
記
）41-2a

「
既
馮
尸
、
主
人

袒
髺
髮
絞
帶
、
衆
主
人
布
帶
。
」
注2a8

「
衆
主
人
、
齊
衰
以
下
。
」
こ
の

二
つ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
池
田
訳
注
Ⅳ
（
既
夕
礼
）p.255

注7

参
照
。

こ
こ
で
「
房
中
」
を
「
婦
人
」
に
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
士
喪
礼35-5b

の
方
を
念
頭
に
お
い
て
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
君
之

親
」
は
（
主
人
の
）
「
庶
昆
弟
」
（
＝
亡
君
の
衆
子
の
斬
衰
者
）
に
限
定

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

［
現
代
語
訳
］

「
衆
主
人
」
は
、
（
亡
）
君
の
親
族
で
あ
る
。
「
房
中
」
は
、
婦
人
（
亡
君
の

妻
妾
や
同
居
の
女
子
）
で
あ
る
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
三
葉
表
九
行
）

○

正
義
曰
、
知
者
、
按
喪
大
記
云
、
君
將
大
斂
、
父
兄
堂
下
北
面
、
父
兄
即

君
之
親
。
又
云
、
外
宗
房
中
南
面
、
故
云
房
中
婦
人
。

［
書
き
下
し
文
］

○

正
義
に
曰
く
、
知
れ
る
は
、
按
ず
る
に
喪
大
記
に
云
ふ
、
「
君
将
に
大
斂
せ

ん
と
す
れ
ば
、
父
兄
堂
下
に
北
面
す
」
と
①
。
父
兄
は
即
ち
君
の
親
な
り
。
又

た
云
ふ
、
「
外
宗
房
中
南
面
す
」
と
②
、
故
に
房
中
は
婦
人
な
り
と
云
ふ
。

①
、
②
『
礼
記
』
喪
大
記45-5b

「
君
將
大
斂
、
子
弁
絰
即
位
于
序
端
。

卿
大
夫
即
位
于
堂
廉
楹
西
、
北
面
東
上
。
父
兄
堂
下
北
面
。
夫
人
命
婦
、

尸
西
東
面
。
外
宗
房
中
南
面
。
」
疏6b3

「
父
兄
堂
下
北
面
者
、
謂
諸
父

諸
兄
不
仕
者
、
以
其
賤
故
在
堂
下
而
向
北
、
以
東
爲
上
也
。
若
士
則
亦

在
堂
下
。
○
外
宗
房
中
南
面
者
、
外
宗
、
君
之
姑
姊
妹
之
女
及
姨
舅
之

女
也
。
輕
故
在
房
中
而
郷
南
也
」
参
照
。
「
外
宗
房
中
南
面
」
は
雑
記
上

41-20b

に
も
見
え
、
そ
の
注20b9

で
は
「
此
喪
大
記
脱
字
、
重
著
於
是
」

と
言
う
。
こ
こ
で
「
衆
主
人
」
の
語
が
見
え
て
い
な
い
の
に
、
喪
大
記

が
引
か
れ
る
の
は
、
曾
子
問
の
衆
主
人
が
卿
大
夫
と
同
じ
く
堂
下
で
北

面
す
る
と
考
え
て
、
こ
れ
を
喪
大
記
で
堂
下
で
北
面
し
て
い
る
「
父
兄
」

に
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
注
の
「
君
之
親
」
は
「
世
子
」
の
「
庶
昆
弟
」

以
下
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
喪
大
記
の
こ
の
部
分
を

引
く
の
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
。
喪
大
記
の
「
房
中
」
も
場
所
を
あ

ら
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
引
く
の
は
適
切
と
は
言
え
な
い
。

疏
は
喪
大
記
の
「
房
中
」
を
「
外
宗
」
と
並
列
す
る
も
の
と
解
し
て
い

る
か
の
如
く
で
あ
る
（
訳
は
そ
の
方
向
で
与
え
て
お
く
）
。
な
お
、
喪
大

記
疏
の
「
外
宗
」
の
解
釈
は
、
『
礼
記
』
雑
記
下42-10a

「
外
宗
爲
君
夫

人
、
猶
内
宗
也
。
」
注10a6

「
外
宗
、
謂
姑
姊
妹
之
女
、
舅
之
女
、
及
從

母
皆
是
也
」
に
基
づ
く
。

［
現
代
語
訳
］

○

正
義
に
曰
く
、
（
「
衆
主
人
」
が
君
の
親
族
で
あ
り
、
「
房
中
」
が
婦
人
で
あ

る
と
）
分
か
る
の
は
、
按
ず
る
に
（
『
礼
記
』
）
喪
大
記
に
、
「
君
が
こ
れ
か
ら

大
斂
す
る
な
ら
ば
、
（
諸
）
父
（
諸
）
兄
は
堂
下
で
北
面
す
る
」
と
言
い
、
こ

の
「
父
兄
」
は
即
ち
君
の
親
族
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
（
喪
大
記
に
）
、
「
外

宗
房
中
は
南
面
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
（
注
は
）
「
房
中
は
婦
人
な
り
」

と
言
っ
た
の
だ
。

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）



88

【
経
】
（
一
葉
裏
四
行
）

盡
一
哀
、
反
位
、
遂
朝
奠
。

［
書
き
下
し
文
］

一
哀
を
尽
く
し
①
、
位
に
反
り
、
遂
に
朝
奠
す
。

①
「
一
哀
」
の
語
は
『
礼
記
』
檀
弓
上7-10b

「
夫
子
曰
、
予
郷
者
入
而

哭
之
、
遇
於
一
哀
而
出
涕
」
に
見
え
て
い
る
。
「
盡
一
哀
」
は
経
典
類
で

は
他
に
例
を
見
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

ひ
と
し
き
り
哀
し
み
の
意
を
尽
く
し
て
、
（
朝
夕
の
哭
）
位
に
も
ど
り
、
そ
の

ま
ま
朝
奠
を
行
う
。

【
注
】
（
一
葉
裏
四
行
）

反
朝
夕
哭
位
。

［
書
き
下
し
文
］

朝
夕
の
哭
位
に
反
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

朝
夕
の
哭
位
に
も
ど
る
と
い
う
こ
と
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
三
葉
表
十
行
）

○

正
義
曰
、
按
士
喪
禮
、
毎
日
之
旦
、
於
朝
夕
哭
位
、
先
哭
而
後
行
朝
奠
、

朝
奠
了
、
又
哭
。
今
因
西
階
前
哭
、
畢
、
反
此
朝
夕
哭
位
。
於
位
不
更
哭
、
即

行
朝
奠
禮
、
謂
一
時
兼
哭
兩
事
、
故
云
遂
朝
奠
。
按
士
喪
禮
、
尋
常
朝
奠
、
皆

先
哭
後
奠
。
皇
氏
云
、
尋
常
先
奠
後
哭
、
此
謂
告
世
子
生
、
故
先
哭
後
奠
、
其

義
非
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○

正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
士
喪
礼
、
毎
日
の
旦
、
朝
夕
の
哭
位
に
於
い
て
、

先
ず
哭
し
て
而
る
後
に
朝
奠
を
行
ひ
、
朝
奠
了
り
て
、
又
た
哭
す
①
。
今
西
階

前
に
哭
し
、
畢
る
に
因
り
、
此
の
朝
夕
の
哭
位
に
反
る
な
り
。
位
に
於
て
は
更

め
哭
せ
ず
、
即
ち
朝
奠
の
礼
を
行
ふ
、
一
時
に
哭
の
両
事
を
兼
ぬ
る
を
謂
ふ
②
。

故
に
「
遂
に
朝
奠
す
」
と
云
ふ
。
按
ず
る
に
士
喪
礼
、
尋
常
の
朝
奠
、
皆
な
先

に
哭
し
後
に
奠
す
。
皇
氏
云
ふ
、
「
尋
常
は
先
に
奠
し
後
に
哭
す
。
此
れ
世
子

の
生
る
る
を
告
ぐ
る
を
謂
ふ
。
故
に
先
に
哭
し
後
に
奠
す
」
と
、
其
の
義
非
な

り
。

①
『
儀
礼
』
士
喪
礼37-12a

～14a

で
は
朝
（
夕
）
哭
に
つ
い
て
、
哭

位
に
就
い
て
哭
し
、
（
殯
の
翌
日
の
場
合
は
、
大
斂
の
奠
を
徹
し
）
、
朝

奠
を
設
え
、
弔
問
の
一
同
が
門
よ
り
退
出
し
て
後
、
哭
を
止
め
る
形
で

記
述
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
毎
日
之
旦
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
士
喪
礼37-11b

の
「
朝
夕
哭
、
不
辟
子
卯
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
士

喪
礼
で
は
朝
哭
奠
を
記
述
す
る
の
み
で
夕
哭
奠
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

記
述
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

②
朝
夕
奠
の
位
に
反
る
前
の
「
哭
」
が
、
朝
夕
奠
の
位
に
即
い
て
朝
奠

す
る
前
の
「
哭
」
を
兼
ね
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
か
。

［
現
代
語
訳
］

○

正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
（
『
儀
礼
』
の
）
士
喪
礼
で
は
、
毎
日
の
夜
明
け

に
、
朝
夕
の
哭
位
で
、
先
ず
哭
し
て
か
ら
（
死
者
に
朝
の
食
を
さ
さ
げ
る
）
朝

奠
を
行
い
、
朝
奠
が
終
わ
っ
て
、
ま
た
哭
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
（
こ
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こ
で
は
）
西
階
前
で
哭
し
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
の
で
、
こ
の
（
通
常
の
）
朝
夕

の
哭
位
に
も
ど
る
の
だ
。
（
朝
夕
の
哭
）
位
に
お
い
て
は
更
め
て
哭
す
る
こ
と

は
せ
ず
、
た
だ
ち
に
朝
奠
の
礼
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
一
時
に
（
西
階
で
の
哭

と
朝
夕
の
哭
位
で
の
）
哭
の
両
事
を
兼
ね
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
遂

に
朝
奠
す
」
と
言
う
の
だ
。
按
ず
る
に
士
喪
礼
で
は
、
通
常
の
朝
奠
で
は
、
皆

な
先
に
哭
し
て
後
に
奠
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
皇
侃
が
、
「
通
常
（
の
朝

奠
で
）
は
先
に
奠
し
て
後
に
哭
す
。
こ
こ
で
は
世
子
が
生
れ
た
の
を
告
げ
る
（
礼

の
）
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ら
、
先
に
哭
し
て
後
に
奠
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
」
と
言
う
が
、
そ
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
。

【
経
】
（
一
葉
裏
四
行
）

小
宰
升
舉
幣
。

［
書
き
下
し
文
］

小
宰
升
り
て
幣
を
挙
ぐ
。

［
現
代
語
訳
］

小
宰
が
（
堂
上
に
）
升
っ
て
幣
を
挙
げ
（
て
捧
げ
）
る
。

【
注
】
（
一
葉
裏
五
行
）

所
主
也
。
舉
而
下
、
埋
之
階
間
。

［
書
き
下
し
文
］

主
ど
る
所
な
り
。
挙
げ
て
下
し
、
之
を
階
間
に
埋
ず
む
。

［
現
代
語
訳
］

（
幣
は
小
宰
が
）
主
ど
る
も
の
だ
。
（
堂
上
に
）
挙
げ
て
（
捧
げ
、
ま
た
堂
下

に
）
下
し
て
、
こ
れ
を
階
間
に
埋
め
る
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
三
葉
裏
三
行
）

○
正
義
曰
、
所
以
小
宰
舉
幣
、
幣
是
小
宰
所
主
、
故
云
所
主
也
。
故
周
禮
小
宰

職
云
、
凡
祭
祀
、
贊
王
幣
爵
之
事
。
喪
荒
①
、
受
其
含
襚
幣
玉
之
事
、
是
也
。

必
知
埋
之
階
間
者
、
下
文
云
、
師
行
主
命
、
反
必
告
、
設
奠
卒
、
斂
幣
玉
、
藏

諸
兩
階
之
間
、
故
知
此
幣
亦
埋
之
階
間
也
。

①
底
本
は
「
竟
」
に
作
る
。
八
行
本
お
よ
び
『
周
礼
』
に
よ
り
「
荒
」

に
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
小
宰
の
幣
を
挙
ぐ
る
所
以
は
、
幣
は
是
れ
小
宰
の
主
ど
る
所
、

故
に
「
主
ど
る
所
」
と
云
ふ
な
り
。
故
に
『
周
礼
』
（
天
官
・
）
小
宰
職

3-8b

に
云
ふ
、
「
凡
そ
祭
祀
に
は
、
王
の
幣
爵
の
事
を
賛
く
①
、
」9b

「
喪
荒
に
は
、

其
の
含
襚
幣
玉
の
事
を
受
く
」
と
、
是
れ
な
り
。
必
ず
之
を
階
間
に
埋
む
る
を

知
れ
る
は
、
下
文
（18-20b

～

21a

）
に
云
ふ
、
「
師
行
は
命
を
主
と
し
、
反

り
て
必
ず
告
げ
、
奠
を
設
け
て
卒
れ
ば
、
幣
玉
を
斂
め
て
、
諸
を
両
階
の
間
に

蔵
す
」
と
②
、
故
に
此
の
幣
も
亦
た
之
を
階
間
に
埋
む
る
を
知
る
な
り
。

①
『
周
礼
』
の
「
王
」
字
に
つ
い
て
、
『
（
周
礼
）
校
勘
記
』
は
「
玉
」

に
作
る
べ
き
だ
と
す
る
段
玉
裁
『
周
礼
漢
読
考
』
の
説
を
支
持
す
る
が
、

こ
こ
で
は
「
王
」
字
の
ま
ま
読
ん
で
お
く
。

②
師
行
に
お
い
て
携
え
る
べ
き
遷
廟
の
主
が
無
い
場
合
に
つ
い
て
の
記

述
。
こ
こ
で
は
節
引
さ
れ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］
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○
正
義
に
曰
く
、
小
宰
が
幣
を
挙
げ
る
理
由
は
、
幣
は
小
宰
が
主
ど
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
主
ど
る
所
」
と
言
う
の
だ
。
『
周
礼
』
（
天
官
・
）

小
宰
職
に
、
「
祭
祀
の
時
に
は
、
王
の
幣
や
爵
（
さ
か
ず
き
）
の
事
を
助
け
、
」

「
（
王
者
の
）
喪
や
荒
年
の
場
合
に
は
、
そ
の
含
（
死
者
の
口
に
含
ま
せ
る
品
）

襚
（
死
者
に
着
せ
る
衣
服
）
と
幣
や
玉
の
事
を
受
け
持
つ
」
と
言
う
の
が
そ
れ

だ
。
必
ず
こ
れ
を
階
間
に
埋
め
る
と
分
か
る
の
は
、
下
文
に
、
「
軍
隊
を
出
動

さ
せ
る
の
に
（
携
え
る
べ
き
遷
廟
の
主
が
無
い
場
合
に
は
、
祖
禰
の
）
命
令
（
を

象
徴
す
る
幣
帛
や
玉
圭
）
を
主
の
か
わ
り
と
（
し
て
携
行
）
し
、
（
軍
隊
が
国

に
）
帰
還
す
れ
ば
必
ず
（
祖
禰
に
）
告
げ
、
奠
を
設
け
て
（
告
げ
）
終
わ
れ
ば
、

（
携
行
し
た
）
幣
玉
を
し
ま
い
片
付
け
て
、
こ
れ
を
両
階
の
間
に
埋
め
る
」
と

言
う
。
だ
か
ら
こ
こ
で
の
幣
も
ま
た
こ
れ
を
階
間
に
埋
め
る
と
分
か
る
の
だ
。

【
経
】
（
三
葉
裏
五
行
）

三
日
、
衆
主
人
卿
大
夫
士
、
如
初
位
北
面
。

［
書
き
下
し
文
］

三
日
、
衆
主
人
卿
大
夫
士
、
初
め
の
位
の
如
く
し
て
北
面
す
。

［
現
代
語
訳
］

（
生
ま
れ
て
）
三
日
目
に
、
衆
主
人
・
卿
・
大
夫
・
士
が
、
初
日
と
同
じ
位
に

つ
い
て
北
面
す
る
。

【
注
】
（
三
葉
裏
五
行
）

三
日
、
負
子
日
也
。
初
告
生
時
。

［
書
き
下
し
文
］

「
三
日
」
は
、
子
を
負
ふ
の
日
な
り
。
初
め
は
、
生
る
る
を
告
ぐ
る
の
時
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

「
三
日
」
は
、
子
を
（
は
じ
め
て
）
抱
き
か
か
え
る
日
で
あ
る
。
「
初
め
」
と

は
、
（
初
日
に
子
が
）
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

【
疏
】
（
四
葉
表
四
行
）

○
正
義
曰
、
此
①
一
節
論
世
子
生
已
三
日
名
之
、
以
名
見
於
殯
之
禮
。
各
依
文

解
之
。
○
三
日
之
朝
、
自
衆
主
人
以
下
、
悉
列
西
階
下
、
列
位
如
初
日
子
生
之

儀
②
也
。
以
子
自
爲
主
、
故
不
云
從
攝
主
也
。

①
底
本
は
「
此
」
上
に
「
云
」
字
を
衍
す
。
八
行
本
に
よ
り
「
云
」
字

を
削
る
。

②
底
本
は
「
義
」
に
作
る
。
八
行
本
に
よ
り
「
儀
」
に
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
此
の
一
節
、
世
子
生
れ
て
已
に
三
日
に
し
て
之
に
名
づ
け
、

名
を
以
て
殯
に
見
ゆ
る
の
礼
を
論
ず
。
各
お
の
文
に
依
り
て
之
を
解
す
。
○
三

日
の
朝
、
衆
主
人
自
り
以
下
、
悉
く
西
階
の
下
に
列
し
、
列
位
は
初
日
の
子
生

る
る
の
儀
の
如
し
。
子
自
ら
主
と
為
る
を
以
て
、
故
に
摂
主
に
従
ふ
と
云
は
ざ

る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
こ
の
一
節
は
、
世
子
が
生
れ
て
三
日
目
に
名
前
を
付
け
、
そ

の
名
前
で
（
亡
君
の
）
殯
に
（
世
子
が
）
見
え
る
礼
を
論
じ
た
も
の
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
文
に
し
た
が
っ
て
解
説
し
て
い
く
。
○
（
世
子
が
生
ま
れ
て
）
三
日
目
の

朝
に
、
（
こ
れ
か
ら
世
子
が
亡
君
の
殯
に
見
え
る
に
際
し
て
）
衆
主
人
よ
り
以
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下
が
み
な
西
階
の
下
に
列
す
る
が
、
そ
の
列
位
は
初
日
に
子
が
生
れ
た
の
を
告

げ
る
儀
と
同
じ
よ
う
に
す
る
。
（
初
日
と
異
な
り
）
世
子
自
ら
が
主
と
な
る
の

で
、
（
こ
こ
で
は
）
「
摂
主
に
従
ふ
」
と
は
言
わ
な
い
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
四
葉
表
六
行
）

○
正
義
曰
、
按
内
則
云
、
國
君
世
子
生
、
告
于
君
、
三
日
卜
、
士
負
之
。
此
亦

生
則
告
君
、
三
日
負
之
。
但
告
時
直
負
之
而
已
。
子
未
見
君
。
至
三
月
爲
名
之

時
、
則
始
見
之
也
。
今
既
在
喪
禮
、
畧
於
負
子
之
時
則
見
也
。
此
不
用
束
帛
者
、

初
告
生
已
用
。
今
既
禮
殺
、
故
不
用
也
。
云
初
告
生
時
者
、
以
經
云
如
初
、
恐

初
是
朝
夕
哭
位
、
故
以
初
爲
告
生
時
也
。
必
知
告
生
時
者
、
以
告
生
時
、
北
面

於
西
階
南
、
此
亦
云
北
面
、
故
知
是
告
生
時
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
内
則
に
云
ふ
、
「
国
君
世
子
生
る
れ
ば
、
君
に
告

ぐ
。
」
「
三
日
、
士
を
卜
し
て
之
を
負
は
し
む
」
と
①
。
此
れ
も
亦
た
生
る
れ

ば
則
ち
君
に
告
げ
、
三
日
に
之
を
負
ふ
な
り
。
但
だ
告
ぐ
る
時
直
に
之
を
負
ふ

の
み
②
。
子
未
だ
君
に
見
へ
ず
。
三
月
名
を
為
す
の
時
に
至
れ
ば
、
則
ち
始
め

て
之
に
見
ゆ
る
な
り
③
。
今
既
に
喪
礼
に
在
り
て
略
す
、
負
子
の
時
に
於
い
て

則
ち
見
ゆ
る
な
り
。
此
に
束
帛
を
用
ひ
ざ
る
は
、
初
め
て
生
ま
る
る
を
告
ぐ
る

に
已
に
用
ひ
た
れ
ば
な
り
。
今
既
に
礼
殺
ぐ
、
故
に
用
ひ
ざ
る
な
り
。
「
初
め

は
生
る
る
を
告
ぐ
る
時
な
り
」
と
云
ふ
は
、
経
に
「
初
め
の
如
し
」
と
云
は
ば
、

恐
ら
く
は
初
め
は
是
れ
朝
夕
の
哭
位
な
ら
ん
こ
と
を
以
て
、
故
に
初
め
を
以
て

生
る
る
を
告
ぐ
る
の
時
と
為
す
な
り
。
必
ず
生
る
る
を
告
ぐ
る
の
時
な
る
を
知

れ
る
は
、
生
る
る
を
告
ぐ
る
の
時
、
西
階
の
南
に
北
面
し
、
此
も
亦
た
北
面
す

と
云
ふ
を
以
て
、
故
に
是
れ
生
る
る
を
告
ぐ
る
時
な
る
を
知
る
な
り
。

①
『
礼
記
』
内
則

28-12a

「
國
君
世
子
生
、
告
于
君
、
接
以
大
牢
、
宰

掌
具
。
三
日
、
卜
士
負
之
。
吉
者
宿
齊
朝
服
寢
門
外
、
詩
負
之
。
射
人

以
桑
弧
蓬
矢
、
六
射
天
地
四
方
。
」
ま
た
、
同28-11b

「
子
生
…
三
日
、

始
負
子
、
男
射
女
否
。
」

②
上
文
や
内
則
の
記
述
で
は
、
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
る
時
に
子
を
負
う

こ
と
が
言
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
記
述
が
何
に
基
づ
く
の
か
わ
か

ら
な
い
。

③
『
礼
記
』
内
則

28-13b

「
三
月
之
末
、
擇
日
、
翦
髮
爲
鬌
、
男
角
女

羈
、
否
則
男
左
女
右
。
是
日
也
、
妻
以
子
見
於
父
。
…

14b

父
執
子
之

右
手
、
咳
而
名
之
」
参
照
。
ま
た
、
『
白
虎
通
』
姓
名
「
三
月
名
之
何
。

天
道
一
時
、
物
有
變
。
人
生
三
月
、
目
煦
亦
能
笑
、
與
人
相
更
答
、
故

因
其
始
有
知
而
名
之
。
故
『
禮
服
傳
』
曰
、
子
生
三
月
、
則
父
名
之
于

祖
廟
」
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
引
く
『
禮
服
傳
』
の
末
三
字
以
下
は
今

本
『
儀
礼
』
喪
服
伝31-14a

に
は
見
え
て
い
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
（
『
礼
記
』
）
内
則
に
、
「
国
君
の
世
子
が
生
れ
た

な
ら
ば
、
（
す
ぐ
に
）
国
君
に
（
世
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
）
告
げ
る
。
」
「
（
生

ま
れ
て
）
三
日
目
に
、
占
っ
て
士
を
選
ん
で
こ
の
子
を
抱
か
せ
る
」
と
言
う
。

こ
こ
で
も
ま
た
（
世
子
が
）
生
れ
た
の
で
（
直
ち
に
亡
）
君
に
告
げ
、
三
日
目

に
世
子
を
抱
く
の
だ
。
た
だ
（
通
常
の
場
合
、
生
ま
れ
た
の
を
）
告
げ
る
時
は

単
に
抱
き
上
げ
る
だ
け
で
、
世
子
が
国
君
に
見
え
る
こ
と
は
し
な
い
。
（
生
ま

れ
て
）
三
か
月
目
に
名
前
を
付
け
る
時
に
至
っ
て
、
始
め
て
国
君
に
見
え
る
の
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だ
。
今
は
す
で
に
（
国
君
の
）
喪
礼
に
在
る
か
ら
（
礼
を
）
簡
略
に
し
て
、
子

を
抱
く
時
に
（
国
君
の
殯
に
）
見
え
る
の
だ
。
こ
こ
で
束
帛
を
用
い
て
い
な
い

の
は
、
最
初
に
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
た
時
に
す
で
に
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

今
は
（
喪
礼
に
あ
っ
て
）
す
で
に
礼
を
簡
略
に
し
て
い
る
か
ら
、
（
束
帛
を
）

を
用
い
な
い
の
だ
。
「
初
め
は
生
る
る
を
告
ぐ
る
時
な
り
」
と
言
う
の
は
、
経

文
に
「
初
め
の
如
し
」
と
言
う
が
、
こ
の
「
初
め
」
が
朝
夕
の
哭
位
の
時
の
こ

と
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
こ
の
「
初
め
」
が
生
ま
れ
た
の
を
告

げ
た
時
で
あ
る
と
し
た
の
だ
。
（
こ
れ
が
）
必
ず
生
れ
た
の
を
告
げ
る
時
で
あ

る
と
分
か
る
の
は
、
生
れ
た
の
を
告
げ
た
時
、
（
卿
大
夫
等
は
）
西
階
の
南
で

北
面
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
「
北
面
す
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
（
こ
こ
で
「
初

め
」
と
言
わ
れ
る
の
が
）
生
れ
た
の
を
告
げ
る
時
で
あ
る
と
分
か
る
の
だ
。

【
経
】
（
三
葉
裏
六
行
）

大
宰
大
宗
大
祝
皆
裨
冕
、
少
師
奉
子
以
衰
。
祝
先
、
子
從
。
宰
宗
人
從
入
門
、

哭
者
止
。

［
書
き
下
し
文
］

大
宰
大
宗
大
祝
皆
な
裨
冕
し
、
少
師
、
子
を
奉
る
に
衰
を
以
て
す
。
祝
先
ん
じ
、

子
従
ふ
。
宰
宗
人
従
ひ
て
門
に
入
り
、
哭
す
る
者
止
む
。

［
現
代
語
訳
］

大
宰
・
大
宗
・
大
祝
は
み
な
（
祭
服
の
）
裨
冕
を
身
に
付
け
、
少
師
は
、
（
喪

服
の
）
衰
服
を
身
に
付
け
て
子
を
奉
る
。
祝
が
先
行
し
、
子
が
そ
れ
に
従
う
。

宰
人
・
宗
人
も
（
子
に
）
従
っ
て
門
に
入
り
、
哭
す
る
者
は
（
哭
を
）
止
め
る
。

【
注
】
（
三
葉
裏
七
行
）

宰
宗
人
、
詔
贊
君
事
者
。

［
書
き
下
し
文
］

「
宰
宗
人
」
は
、
君
事
を
詔
贊
す
る
者
な
り
①
。

①
疏
で
は
「
爲
詔
告
贊
君
事
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
が
、
「
詔
贊
」
二

字
で
「
た
す
く
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

［
現
代
語
訳
］

「
宰
（
人
・
）
宗
人
」
は
、
君
事
を
詔
贊
す
る
（
た
す
け
る
）
者
で
あ
る
。

【
疏
】
（
四
葉
表
九
行
）

○

大
宰
是
教
令
之
官
、
大
宗
是
主
宗
廟
之
官
。
初
不
裨
冕
、
今
得
裨
冕
者
、

以
爲
奉
子
接
神
、
故
服
祭
服
。
此
大
宰
大
宗
等
、
亦
從
子
升
堂
、
故
下
文
云
祝

宰
宗
人
降
東
反
位
、
既
言
降
、
明
其
時
當
在
堂
。
此
經
不
云
升
堂
者
、
文
不
具

耳
。○

少
師
奉
子
以
衰
者
、
少
師
主
養
子
之
官
、
又
奉
子
、
故
與
子
皆
著
衰

也
。
皇
氏
及
王
肅
云
、
謂
以
衰
衣
而
奉
之
。
崔
氏
云
、
諸
侯
五
日
而
殯
、
殯
而

成
服
。
此
三
日
而
衰
者
、
喪
已
在
殯
、
異
於
未
殯
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○

大
宰
は
是
れ
教
令
の
官
①
、
大
宗
は
是
れ
宗
廟
を
主
る
の
官
な
り
②
。
初

め
裨
冕
せ
ず
、
今
得
て
裨
冕
す
る
は
、
子
を
奉
り
神
に
接
す
る
が
為
め
を
以
て
、

故
に
祭
服
を
服
す
る
な
り
。
此
の
大
宰
大
宗
等
も
、
亦
た
子
に
従
ひ
て
堂
に
升

る
、
故
に
下
文4a1

に
「
祝
宰
宗
人
、
降
り
て
東
し
位
に
反
る
」
と
云
ふ
。
既

に
降
る
と
言
は
ば
、
明
ら
け
し
其
の
時
、
当
に
堂
に
在
る
べ
き
こ
と
。
此
の
経

「
堂
に
升
る
」
と
云
は
ざ
る
は
、
文
具
は
ら
ざ
る
の
み
。○

「
少
師
子
を
奉
る
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に
衰
を
以
て
す
」
と
は
、
少
師
は
子
を
養
ふ
を
主
る
の
官
③
、
又
た
子
を
奉
る
、

故
に
子
と
皆
な
衰
を
著
く
る
な
り
。
皇
氏
及
び
王
肅
云
ふ
、
「
衰
衣
を
以
て
之

を
奉
る
を
謂
ふ
」
と
。
崔
氏
云
ふ
、
「
諸
侯
五
日
に
し
て
殯
す
、
殯
し
て
服
を

成
す
④
。
此
れ
三
日
に
し
て
衰
す
と
は
、
喪
し
て
已
に
殯
に
在
り
、
未
だ
殯
せ

ざ
る
に
異
な
る
な
り
」
と
。

①
「
大
宰
」
を
「
教
令
之
官
」
と
す
る
の
は
他
書
に
見
え
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
経
文
の
よ
う
に
「
大
宰
、
大
宗
、
大
祝
」
を
並
列
す
る
も

の
に
、
『
礼
記
』
曲
礼
下

4-23b

「
天
子
建
天
官
、
先
六
大
曰
、
大
宰
、

大
宗
、
大
史
、
大
祝
、
大
士
、
大
卜
、
典
司
六
典
」
が
あ
る
が
、
鄭
注23b5

は
「
典
、
法
也
。
此
蓋
殷
時
制
也
。
周
則
大
宰
爲
天
官
、
大
宗
曰
宗
伯
、

宗
伯
爲
春
官
、
大
史
以
下
屬
焉
。
大
士
以
神
仕
者
」
と
、
こ
れ
を
殷
制

と
し
、
「
大
宰
」
「
大
宗
」
を
そ
れ
ぞ
れ
『
周
礼
』
の
「
天
官
冢
宰
」
、
「
春

官
宗
伯
」
に
当
て
て
い
る
。
「
大
（
太
）
宰
」
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
頻

出
す
る
が
、
い
ず
れ
も
「
教
令
之
官
」
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
他
に

「
大
（
太
）
祝
、
大
（
太
）
宰
」
を
並
列
す
る
も
の
と
し
て
は
、『
漢
書
』

百
官
公
卿
表
「
奉
常
、
秦
官
、
掌
宗
廟
禮
儀
、
有
丞
。
景
帝
中
六
年
更

名
太
常
。
屬
官
有
太
樂
、
太
祝
、
太
宰
、
太
史
、
太
卜
、
太
醫
六
令
丞
」

が
あ
り
、
『
史
記
』
封
禪
書
（
『
漢
書
』
郊
祀
志
）
で
は
、
高
祖
が
五
畤

を
立
て
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
「
悉
召
故
秦
祝
官
、
復
置
太
祝
、
太
宰
、

如
其
故
儀
禮
」
と
見
え
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
「
太
宰
」
の
方
が
こ
こ
で

の
「
大
宰
」
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
役
職
と
し
て
の
「
大
宗
」
も
こ
の
篇
を
除
け
ば
『
礼
記
』
で
は
他
に

祭
統49-5a

に
「
君
致
齊
於
外
、
夫
人
致
齊
於
内
。
然
後
會
於
大
廟
、
君

純
冕
立
於
阼
、
夫
人
副
褘
立
於
東
房
。
君
執
圭
瓚
祼
尸
、
大
宗
執
璋
瓚

亞
祼
」
と
見
え
る
の
と
、「
人
」
を
付
け
た
形
で
、
雑
記
上40-13a

に
「
大

夫
之
喪
、
大
宗
人
相
、
小
宗
人
命
龜
、
卜
人
作
龜
」
と
見
え
る
に
過
ぎ

な
い
。
前
者
の
疏6a7

で
も
「
大
宗
、
主
宗
廟
禮
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
「
宗
人
」
で
あ
れ
ば
『
儀
礼
』
に
頻
出
し
、
士
冠
礼
注1-10a2

で

は
「
宗
人
、
有
司
主
禮
者
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
『
礼
記
』
で
も
雑
記
下

43-13a

の
『
大
戴
礼
記
』
諸
侯
釁
廟
と
の
重
複
文
で
「
成
廟
則
釁
之
、

其
禮
祝
、
宗
人
、
宰
夫
、
雍
人
皆
爵
弁
純
衣
」
等
と
見
え
て
お
り
、
文

王
世
子
注20-17b1

で
は
「
宗
人
、
掌
禮
及
宗
廟
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

他
、
『
大
戴
礼
記
』
で
も
諸
侯
遷
廟
に
「
祝
、
宗
人
及
從
者
皆
齊
」
等
と

見
え
て
い
る
。
他
に
「
祝
」
と
「
宗
人
」
が
並
列
さ
れ
る
例
と
し
て
は

『
墨
子
』
迎
敵
祠
「
祝
、
史
、
宗
人
告
社
、
覆
之
以
甑
」
、
『
荘
子
』
達

生
「
祝
宗
人
玄
端
以
臨
牢
筴
」
が
あ
る
。
ま
た
、「
大
（
太
）
宗
」
が
「
大

（
太
）
祝
」
と
並
列
さ
れ
る
例
と
し
て
、『
韓
詩
外
伝
』
巻
十
第
四
章
「
傳

曰
、
言
爲
王
之
不
易
也
。
大
命
之
至
、
其
太
宗
、
太
史
、
太
祝
斯
素
服

執
策
、
北
面
而
弔
乎
天
子
曰
、
大
命
既
至
矣
、
如
之
何
憂
之
長
也
」
が

あ
り
、
許
維
遹
『
集
釈
』
引
く
郝
懿
行
は
こ
れ
を
天
子
即
位
の
礼
に
関

す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。

③
「
少
師
」
は
『
儀
礼
』
大
射17-7b

、9b

、10b

に
「
大
師
」
と
対
に

な
っ
て
見
え
て
い
る
が
と
も
に
楽
工
で
あ
り
、『
論
語
』
微
子18-7a

「
少

師
陽
・
擊
磬
襄
入
於
海
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
少
師
」
は
楽
官
を
指
す

こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
『
大
戴
礼
記
』
保
傅
「
昔
者
周
成
王
幼
、
在

襁
褓
之
中
、
召
公
爲
太
保
、
周
公
爲
太
傅
、
太
公
爲
太
師
。
保
、
保
其

身
體
、
傅
、
傅
其
德
義
、
師
、
導
之
教
順
、
此
三
公
之
職
也
。
於
是
爲

置
三
少
、
皆
上
大
夫
也
。
曰
少
保
、
少
傅
、
少
師
、
是
與
太
子
宴
者
也
。
」

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）
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（
『
新
書
』
保
傅
、
『
漢
書
』
賈
誼
伝
ほ
ぼ
同
じ
）
と
同
様
、
太
子
の
教

育
係
と
す
る
（
ま
た
『
尚
書
』
微
子10-14a9

「
微
子
若
曰
、
父
師
少
師
」
、

15b6

「
曰
、
父
師
少
師
」
参
照
。
偽
古
文
尚
書
の
周
官18-3b

で
は
「
少

師
」
「
少
傅
」
「
少
保
」
を
「
三
孤
」
と
呼
び
、
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
で

は
、
こ
れ
を
「
孤
卿
」
と
呼
ん
で
い
る
）
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
も
「
少

師
」
の
語
が
散
見
す
る
が
、
昭
公
十
九
年

48-21b

「
使
伍
奢
爲
之
師
、

費
無
極
爲
少
師
」
の
例
を
除
い
て
は
教
官
に
見
え
な
い
。

④
諸
侯
の
殯
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
王
制12-10b

「
天
子
七
日

而
殯
、
七
月
而
葬
。
諸
侯
五
日
而
殯
、
五
月
而
葬
。
大
夫
士
庶
人
三
日

而
殯
、
三
月
而
葬
」
参
照
。
殯
後
に
喪
服
を
着
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

『
儀
礼
』
士
喪
礼37-11a

「
三
日
成
服
、
杖
。
」
注11b1

「
既
殯
之
明
日
、

全
三
日
、
始
歠
粥
矣
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○

「
大
宰
」
は
教
令
の
官
で
あ
り
、
「
大
宗
」
は
宗
廟
を
主
る
官
で
あ
る
。
（
大

宰
、
大
宗
が
）
初
め
（
子
が
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
る
時
に
は
）
裨
冕
を
身
に
着

け
ず
、
今
こ
こ
で
（
祭
服
の
）
裨
冕
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
子

を
奉
り
（
亡
君
の
）
神
に
接
す
る
の
で
、
祭
服
を
身
に
着
け
る
の
だ
。
こ
こ
で

の
大
宰
、
大
宗
等
も
、
ま
た
子
に
従
っ
て
堂
に
升
る
の
だ
。
だ
か
ら
下
文
に

「
祝
、
宰
、
宗
人
は
、
（
堂
か
ら
）
降
っ
て
東
に
向
か
っ
て
（
朝
夕
の
哭
）
位

に
も
ど
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
（
こ
の
下
文
で
）
既
に
「
降
る
」
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
に
（
先
立
っ
て
）
、
堂
に
い
る
と
い
う
の

は
明
ら
か
だ
。
こ
の
経
文
で
「
堂
に
升
る
」
と
言
っ
て
い
な
い
の
は
、
文
が
完

備
し
て
い
な
い
に
過
ぎ
な
い
。○

「
少
師
子
を
奉
る
に
衰
を
以
て
す
」
と
は
、

「
少
師
」
は
子
の
養
育
を
主
る
官
で
あ
り
、
（
こ
こ
で
は
）
ま
た
子
を
（
亡
君

に
）
奉
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
子
と
と
も
に
（
喪
服
の
）
衰
衣
を
著
け
る
の
だ
。

皇
侃
と
王
肅
も
、
「
（
少
師
が
）
衰
衣
を
着
け
て
子
を
奉
る
こ
と
を
言
う
の
だ
」

と
言
っ
て
い
る
。
崔
霊
恩
（
『
三
礼
義
宗
』
）
は
、「
諸
侯
の
場
合
は
（
没
後
の
）

五
日
目
に
殯
を
行
い
、
殯
を
行
っ
て
か
ら
（
喪
）
服
を
身
に
着
け
る
。
こ
こ
で

（
子
が
生
ま
れ
て
）
三
日
目
に
衰
衣
を
着
け
る
と
言
う
の
は
、
（
子
が
生
ま
れ

る
に
先
立
っ
て
す
で
に
亡
君
の
）
喪
に
服
し
て
い
て
（
こ
こ
で
は
）
す
で
に
殯

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
殯
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
と
は
異
な

る
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

【
疏
：
つ
づ
き
】
（
四
葉
裏
二
行
）

○
祝
先
子
從
者
、
祝
主
接
神
、
故
先
進
也
。
少
師
奉
子
、
次
從
祝
也
。
○
宰
宗

人
從
者
、
大
宰
大
宗
爲
詔
告
贊
君
事
、
故
次
從
在
後
也
。
○
入
門
哭
者
止
者
、

入
門
是
入
殯
宮
門
也
。
衆
主
人
及
諸
臣
、
並
已
先
列
位
而
哭
、
今
祝
宰
宗
三
人

將
子
入
門
見
、
故
命
門
内
在
位
者
止
哭
也
。
前
告
是
初
生
日
哀
甚
、
故
祝
升
階
、

乃
命
止
哭
。
今
三
日
哀
已
微
殺
、
故
子
入
門
而
哭
則
止
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
「
祝
先
ん
じ
子
従
ふ
」
と
は
、
祝
は
神
に
接
す
る
を
主
る
①
、
故
に
先
ず
進

む
な
り
。
少
師
は
子
を
奉
る
、
次
し
て
祝
に
従
ふ
な
り
。
○
「
宰
宗
の
人
従
ふ
」

と
は
、
大
宰
大
宗
は
詔
告
し
て
君
事
を
賛
く
る
を
為
す
、
故
に
次
し
て
従
ひ
て

後
に
在
る
な
り
。
○
「
門
に
入
り
て
哭
す
る
者
止
む
」
と
は
、
門
に
入
る
は
是

れ
殯
宮
の
門
に
入
る
な
り
。
衆
主
人
及
び
諸
臣
、
並
び
に
已
に
先
ず
位
に
列
し

て
哭
し
、
今
祝
宰
宗
三
人
子
を
将
い
て
門
を
入
り
て
見
ゆ
、
故
に
門
内
の
位
に
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在
る
者
に
命
じ
て
哭
を
止
め
し
む
る
な
り
。
前
に
告
ぐ
る
は
是
れ
初
め
て
生
る

る
の
日
、
哀
甚
し
、
故
に
祝
階
に
升
り
て
、
乃
ち
命
じ
て
哭
を
止
め
し
む
。
今

三
日
哀
已
に
微
（
や
）
や
殺
ぐ
、
故
に
子
門
に
入
り
て
哭
は
則
ち
止
む
な
り
。

①
下
文
の18-20b

「
祫
祭
於
祖
、
則
祝
迎
四
廟
之
主
」
の
注20b7

で
も

「
祝
、
接
神
者
也
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
「
祝
先
ん
じ
子
従
ふ
」
と
は
、
祝
は
神
に
接
す
る
の
を
主
る
か
ら
、
（
子
よ

り
）
先
に
進
む
の
で
あ
る
。
少
師
は
子
を
（
亡
君
に
）
奉
る
か
ら
、
次
に
祝
に

従
う
の
で
あ
る
。
○
「
宰
宗
の
人
従
ふ
」
と
は
、
大
宰
と
大
宗
は
（
諸
事
を
）

告
げ
て
君
事
を
助
け
る
こ
と
を
行
う
か
ら
、
（
少
師
の
）
次
に
従
っ
て
（
少
師

の
）
後
に
い
る
の
だ
。
○
「
門
に
入
り
て
哭
す
る
者
止
む
」
と
は
、
門
に
入
る

と
い
う
の
は
殯
宮
の
門
に
入
る
と
い
う
こ
と
だ
。
衆
主
人
と
諸
臣
は
、
と
も
に

す
で
に
先
に
（
殯
宮
内
の
）
位
に
列
し
て
哭
し
て
お
り
、
今
、
祝
、
宰
、
宗
の

三
人
が
子
を
引
き
連
れ
て
（
殯
宮
の
）
門
を
入
っ
て
（
亡
君
に
）
見
え
る
か
ら
、

門
内
の
位
に
在
る
者
に
命
じ
て
哭
す
る
の
を
止
め
さ
せ
た
の
だ
。
前
に
（
生
ま

れ
た
の
を
）
告
げ
た
の
は
初
め
て
（
子
が
）
生
ま
れ
た
日
で
あ
っ
て
、
（
亡
君

に
対
す
る
）
哀
し
み
が
甚
し
い
か
ら
、
祝
は
階
に
升
っ
て
、
そ
こ
で
命
じ
て
哭

す
る
の
を
止
め
さ
せ
た
。
今
は
（
生
ま
れ
て
）
三
日
目
で
す
で
に
哀
し
み
が
や

や
減
じ
て
い
る
の
で
、
子
が
門
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
哭
す
る
の
を
止
め
る
の

だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
四
葉
裏
五
行
）

○

①
正
義
曰
、
上
云
大
宰
大
宗
、
此
直
云
宰
宗
人
者
、
皇
氏
云
、
宰
則
大
宰
、

宗
人
則
大
宗
也
。
此
祝
先
子
從
者
、
同
吉
祭
之
禮
、
故
特
牲
少
牢
、
皆
祝
前
主

人
後
。
若
凶
祭
、
則
主
人
前
、
祝
在
主
人
後
、
士
虞
禮
是
也
。
今
此
亦
凶
祭
、

而
祝
在
先
者
、
以
其
告
神
故
也
。

①
こ
の
部
分
に
付
け
ら
れ
た
標
起
止
は
「
注
宰
宗
至
事
者
」
。
注
に
対
す

る
疏
の
文
ら
し
く
見
え
な
い
が
、
八
行
本
で
も
こ
の
注
に
対
す
る
疏
と

し
て
い
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○

正
義
に
曰
く
、
上
に
大
宰
大
宗
と
云
ひ
、
此
に
直
に
宰
宗
人
と
云
ふ
は
、

皇
氏
云
ふ
、
「
宰
は
則
ち
大
宰
、
宗
人
は
則
ち
大
宗
な
り
①
。
此
れ
祝
先
ん
じ

子
従
ふ
は
、
吉
祭
の
礼
に
同
じ
。
故
に
特
牲
少
牢
、
皆
な
祝
前
に
し
て
主
人
後

る
②
③
。
凶
祭
の
若
き
は
、
則
ち
主
人
前
に
し
て
、
祝
は
主
人
の
後
に
在
り
。

士
虞
礼
是
れ
な
り
④
。
今
此
れ
も
亦
た
凶
祭
な
る
に
、
祝
の
先
に
在
る
は
、
其

の
神
に
告
ぐ
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
。

①
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
は
末
尾
の
「
以
其
告
神
故
也
」
ま
で
を
『
礼

記
皇
氏
義
疏
』
と
し
、
こ
こ
で
も
こ
れ
に
従
う
。
た
だ
し
、
以
下
の
部

分
は
「
大
宰
大
宗
」
を
「
宰
宗
人
」
と
言
い
換
え
た
理
由
を
説
明
し
た

も
の
で
は
な
い
。

②
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-1a

「
主
人
及
祝
升
。
祝
先
入
、
主
人
從
。

西
面
于
戸
内
。
（
注1a3

祝
先
入
、
接
神
宜
在
前
也
。
）
」
特
牲
饋
食
礼
が

「
吉
祭
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
牲
饋
食
礼
の
『
鄭
目
録
』
「
而

於
五
禮
屬
吉
禮
」
（
『
儀
礼
』
疏44-1a4

）
参
照
。

③
『
儀
礼
』
少
牢
饋
食
礼48-1a

「
卒
脀
。
祝
盥
于
洗
、
升
自
西
階
。
主

人
盥
、
升
自
阼
階
。
祝
先
入
南
面
。
主
人
從
、
戸
内
西
面
。
」
少
牢
饋
食
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礼
が
「
吉
祭
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
牢
饋
食
礼
の
『
鄭
目
録
』

「
少
牢
於
五
禮
屬
吉
禮
」
（
『
儀
礼
』
疏46-1a4

）
参
照
。

④
『
儀
礼
』
士
虞
礼

42-5a

「
宗
人
告
有
司
具
、
遂
請
。
（
主
人
）
拜
賓

如
臨
、
入
門
哭
。
婦
人
哭
。
主
人
即
位
于
堂
。
衆
主
人
及
兄
弟
賓
即
位

于
西
方
、
如
反
哭
位
。
祝
入
門
左
、
北
面
。
宗
人
西
階
前
北
面
。
祝
盥
、

升
取
苴
降
、
洗
之
升
、
入
設
于
几
東
席
上
東
縮
。
降
洗
觶
升
。
止
哭
。

主
人
倚
杖
入
。
祝
從
、
在
左
西
面
。
」
士
虞
礼
が
「
凶
祭
」
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
士
虞
礼
の
『
鄭
目
録
』「
於
五
禮
屬
凶
」（
『
儀
礼
』
疏42-1a4

）

参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○

正
義
に
曰
く
、
上
文
で
は
「
大
宰
大
宗
」
と
言
い
、
こ
こ
で
は
単
に
「
宰

宗
人
」
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
、
皇
侃
は
、
「
宰
は
大
宰
で
、
宗
人
は
大
宗
の

こ
と
。
こ
こ
で
祝
が
先
で
子
が
従
っ
て
い
る
の
は
、
吉
祭
の
礼
と
同
じ
で
あ
る
。

だ
か
ら
（
吉
祭
で
あ
る
）
特
牲
礼
、
少
牢
礼
で
は
、
い
ず
れ
も
祝
が
前
で
主
人

が
後
に
な
っ
て
い
る
。
凶
祭
の
場
合
は
、
主
人
が
前
で
、
祝
は
主
人
の
後
に
い

る
こ
と
に
な
る
。
士
虞
礼
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
、
こ
こ
も
ま
た
凶
祭
で
あ
る
の

に
、
祝
が
（
主
人
で
あ
る
子
の
）
先
に
い
る
の
は
、
（
亡
君
の
）
神
に
告
げ
る

が
た
め
（
に
神
に
接
す
る
こ
と
を
主
ど
る
祝
を
先
に
す
る
の
）
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

【
経
】
（
三
葉
裏
八
行
）

子
升
自
西
階
、
殯
前
北
面
。
祝
立
于
殯
東
南
隅
。
祝
聲
三
、
曰
、
某
之
子
某
、

從
執
事
敢
見
。
子
拜
稽
顙
哭
。

［
書
き
下
し
文
］

子
升
る
に
西
階
自
り
し
、
殯
前
に
北
面
す
。
祝
殯
の
東
南
隅
に
立
つ
。
祝
声
三
、

曰
く
、
「
某
の
子
某
、
執
事
に
従
ひ
て
敢
て
見
え
し
む
」
と
。
子
、
拝
し
稽
顙

し
て
哭
す
。

［
現
代
語
訳
］

子
は
西
階
か
ら
（
堂
に
）
升
り
、
（
亡
君
の
）
殯
前
（
す
な
わ
ち
殯
の
東
）
で

北
面
す
る
。（
祝
以
下
も
子
に
従
っ
て
堂
に
升
り
）
祝
は
殯
の
東
南
隅
に
立
つ
。

祝
は
三
た
び
（
「
あ
あ
」
と
）
声
を
あ
げ
、
「
（
夫
人
）
某
の
（
生
ん
だ
）
子
の

某
が
、
執
事
に
従
っ
て
敢
て
お
目
見
え
致
し
ま
す
」
と
言
う
。
子
（
を
奉
る
少

師
）
が
、
拝
し
て
稽
顙
し
て
（
額
づ
き
伏
し
て
）
哭
を
行
う
。

【
注
】
（
三
葉
裏
十
行
）

奉
子
者
拜
哭
。

［
書
き
下
し
文
］

子
を
奉
る
者
拝
し
哭
す
。

［
現
代
語
訳
］

（
子
自
身
で
は
な
く
）
子
を
奉
る
者
（
＝
少
師
）
が
拝
し
て
哭
を
す
る
の
だ
。

【
疏
】
（
四
葉
裏
七
行
）

○
子
升
自
西
階
者
、
謂
世
子
不
忍
從
先
君
之
階
升
、
故
由
西
階
升
。
於
時
大
宰

大
宗
及
祝
亦
升
、
不
言
從
者
、
以
子
爲
主
、
故
畧
而
不
言
也
。
殯
前
北
面
者
、

殯
以
東
爲
前
、
謂
當
殯
之
東
稍
南
北
面
也
。
○
祝
立
於
殯
東
南
隅
者
、
祝
在
子

之
西
而
北
面
、
當
殯
之
東
南
、
故
云
殯
東
南
隅
也
。
其
宰
及
宗
人
、
皇
氏
云
、
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以
次
立
於
子
之
東
皆
①
北
面
、
若
其
須
詔
相
之
時
、
或
就
子
前
而
西
面
也
。
○

祝
聲
三
者
、
亦
謂
警
神
也
。
前
告
生
哀
甚
、
故
盡
階
不
升
堂
。
此
見
子
須
近
殯
、

故
進
立
於
殯
東
南
隅
。
既
警
神
之
後
、
祝
乃
告
曰
、
夫
人
某
氏
之
子
某
、
從
執

事
宰
宗
人
等
敢
見
。
告
訖
、
奉
子
之
人
、
拜
而
稽
顙
乃
哭
。
不
踊
者
、
未
即
位

故
也
。
皇
氏
云
、
於
時
未
立
子
名
、
不
得
云
某
氏
之
子
某
從
執
事
、
下
有
某
字

者
、
誤
也
。
今
按
定
本
及
諸
本
、
皆
有
某
字
。
子
升
堂
之
時
、
大
宰
即
位
、
立

名
告
殯
云
、
某
之
子
某
。

①
底
本
は
「
階
」
に
誤
る
。
八
行
本
に
従
い
「
皆
」
に
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
「
子
升
る
に
西
階
自
り
す
」
と
は
、
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
世
子
、
先
君
の
階
従
り

升
る
に
忍
び
ず
、
故
に
西
階
由
り
升
る
。
時
に
於
て
大
宰
大
宗
及
び
祝
も
亦
た

升
る
に
、
「
従
ふ
」
と
言
は
ざ
る
は
、
子
を
以
て
主
と
為
す
、
故
に
略
し
て
言

は
ざ
る
な
り
。
「
殯
前
に
北
面
す
」
と
は
、
殯
は
東
を
以
て
前
と
為
す
、
殯
の

東
稍
や
南
に
当
た
り
て
北
面
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
○
「
祝
、
殯
の
東
南
隅
に
立

つ
」
と
は
、
祝
は
子
の
西
に
在
り
て
北
面
し
、
殯
の
東
南
に
当
た
る
、
故
に
「
殯

の
東
南
隅
」
と
云
ふ
。
其
の
宰
及
び
宗
人
は
、
皇
氏
云
ふ
、
「
次
を
以
て
子
の

東
に
立
ち
皆
な
北
面
す
、
若
し
其
れ
須
ら
く
詔
相
①
す
べ
き
の
時
な
れ
ば
、
或

は
子
の
前
に
就
き
て
西
面
す
る
な
り
」
と
。
○
「
祝
声
三
た
び
す
」
と
は
、
亦

た
神
に
警
す
る
を
謂
ふ
。
前
に
生
る
る
を
告
ぐ
る
は
哀
甚
し
、
故
に
階
を
尽
く

し
て
堂
に
升
ら
ず
。
此
れ
子
を
見
せ
れ
ば
須
ら
く
殯
に
近
づ
く
べ
し
、
故
に
進

み
て
殯
の
東
南
隅
に
立
つ
。
既
に
神
に
警
す
る
の
後
、
祝
乃
ち
告
げ
て
曰
く
、

「
夫
人
某
氏
の
子
某
、
執
事
の
宰
宗
人
等
に
従
ひ
て
敢
へ
て
見
ゆ
」
と
。
告
ぐ

る
こ
と
訖
り
、
子
を
奉
る
の
人
、
拝
し
稽
顙
し
て
乃
ち
哭
す
。
踊
せ
ざ
る
は
、

未
だ
位
に
即
か
ざ
る
が
故
な
り
。
皇
氏
云
ふ
、
「
時
に
於
て
未
だ
子
名
を
立
て

ざ
れ
ば
②
、
「
某
氏
の
子
某
、
執
事
に
従
ふ
」
と
云
ふ
を
得
ず
、
下
に
「
某
」

字
有
る
は
、
誤
り
な
り
」
と
。
今
按
ず
る
に
定
本
③
及
び
諸
本
、
皆
な
「
某
」

字
有
り
。
子
堂
に
升
る
の
時
、
大
宰
位
に
即
き
、
名
を
立
て
て
殯
に
告
げ
て
云

ふ
、
「
某
の
子
某
」
と
④
。

①
「
詔
相
」
は
『
周
礼
』
に
頻
出
す
る
が
、
他
経
に
は
見
え
な
い
表
現

で
あ
る
。

②
皇
侃
は
下
文

4a3

の
「
以
名
徧
告
」
に
至
っ
て
命
名
が
な
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

③
「
定
本
」
に
つ
い
て
は
、
野
間
文
史
『
五
経
正
義
の
研
究
―
そ
の
成

立
と
展
開
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
第
一
篇
第
一
章
「
五
経
正
義

所
引
定
本
考
」
参
照
。

④
こ
の
一
文
の
記
述
が
何
に
基
づ
く
か
は
不
明
。
こ
れ
に
従
え
ば
経
文

の
「
曰
」
の
主
語
は
「
大
宰
」
と
な
ろ
う
が
、
疏
の
前
文
で
「
祝
乃
ち

告
げ
て
曰
く
」
と
言
う
の
と
一
致
し
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

○
「
子
升
る
に
西
階
自
り
す
」
と
は
、
世
子
は
、
先
君
の
階
（
で
あ
る
阼
階
）

か
ら
升
る
の
に
忍
び
な
い
か
ら
、
西
階
か
ら
升
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
時
に
、

大
宰
、
大
宗
及
び
祝
も
ま
た
（
子
に
従
っ
て
）
升
る
の
に
、
（
経
文
で
）
「
従

う
」
と
言
わ
な
い
の
は
、
子
を
主
と
し
（
て
記
述
し
）
た
の
で
、
略
し
て
言
わ

な
か
っ
た
の
だ
。
「
殯
前
に
北
面
す
」
と
は
、
（
西
階
の
上
に
安
置
さ
れ
た
）

殯
に
つ
い
て
は
東
側
を
前
と
す
る
か
ら
、
（
こ
れ
は
）
殯
の
東
の
や
や
南
の
と

こ
ろ
で
北
面
す
る
こ
と
を
言
う
の
だ
。
○
「
祝
、
殯
の
東
南
隅
に
立
つ
」
と
は
、
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祝
は
子
の
西
で
北
面
す
る
の
で
、
殯
の
東
南
に
位
置
す
る
。
だ
か
ら
「
殯
の
東

南
隅
」
と
言
う
の
だ
。
宰
と
宗
人
に
つ
い
て
は
、
皇
侃
は
、
「
（
宰
、
宗
人
の
）

順
番
に
子
の
東
に
立
っ
て
皆
な
北
面
す
る
。
（
子
を
）
助
け
て
礼
を
行
う
べ
き

時
に
は
、
あ
る
い
は
子
の
前
（
す
な
わ
ち
子
の
西
）
に
就
い
て
西
面
す
る
の
だ
」

と
言
っ
て
い
る
。
○
「
祝
声
三
た
び
す
」
と
は
、
（
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
た
時

と
同
じ
く
）
ま
た
神
の
注
意
を
引
く
こ
と
を
言
う
。
前
に
生
れ
た
の
を
告
げ
た

時
は
哀
し
み
が
甚
し
か
っ
た
か
ら
、
階
を
（
登
り
）
尽
く
す
が
堂
に
は
升
ら
な

か
っ
た
。
こ
こ
で
は
（
亡
君
に
）
子
を
会
わ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
亡
君
の
）

殯
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
（
堂
に
升
っ
て
、
さ
ら
に
）
進
ん

で
殯
の
東
南
隅
に
立
つ
の
だ
。
す
で
に
神
の
注
意
を
引
い
て
後
、
祝
が
そ
こ
で

告
げ
て
言
う
、
「
夫
人
某
氏
の
子
の
某
が
、
執
事
の
宰
宗
人
等
に
従
っ
て
敢
え

て
お
目
見
え
致
し
ま
す
」
と
。
告
げ
る
こ
と
が
終
わ
れ
ば
、
子
を
奉
る
人
（
＝

少
師
）
は
、
拝
し
て
稽
顙
し
て
（
額
づ
き
伏
し
て
）
、
そ
れ
か
ら
哭
を
す
る
。

（
こ
こ
で
）
踊
を
し
な
い
の
は
、
ま
だ
（
東
階
の
哭
）
位
に
即
い
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
皇
侃
は
、
「
こ
の
時
に
は
ま
だ
子
の
名
を
立
て
て
い
な
い
の
で
、

「
某
氏
の
子
某
、
執
事
に
従
ふ
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。（
だ
か
ら
「
子
」

の
）
下
に
「
某
」
字
が
有
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
今
按
ず

る
に
定
本
及
び
諸
本
で
は
、
皆
な
「
某
」
字
が
有
る
。
（
つ
ま
り
は
）
子
が
堂

に
升
る
時
、
大
宰
が
位
に
即
い
て
、
（
子
の
）
名
を
立
て
て
殯
に
告
げ
て
、
「
某

の
子
某
」
と
言
う
の
だ
。

【
経
】
（
四
葉
表
一
行
）

祝
宰
宗
人
衆
主
人
卿
大
夫
士
哭
踊
、
三
者
三
。
降
東
反
位
、
皆
袒
。
子
踊
、
房

中
亦
踊
。
三
者
三
。
襲
衰
杖
。

［
書
き
下
し
文
］

祝
宰
宗
人
衆
主
人
卿
大
夫
士
哭
し
踊
し
、
三
た
び
す
る
こ
と
三
た
び
す
。
降
り

て
東
し
て
位
に
反
り
、
皆
な
袒
す
。
子
踊
し
、
房
中
も
亦
た
踊
す
。
三
た
び
す

る
こ
と
三
た
び
し
す
。
衰
を
襲
し
て
杖
つ
く
。

［
現
代
語
訳
］

祝
・
宰
・
宗
人
・
衆
主
人
・
卿
・
大
夫
・
士
も
哭
を
行
い
踊
を
行
い
、
三
回
（
踊

す
る
こ
と
）
を
三
回
繰
り
返
す
。
（
堂
上
の
人
は
）
降
り
、
（
一
同
み
な
）
東

に
向
か
っ
て
（
朝
夕
の
哭
）
位
に
も
ど
り
、
み
な
袒
（
左
袖
を
脱
ぐ
こ
と
）
を

す
る
。
子
が
踊
を
行
い
、
房
中
も
ま
た
踊
を
行
い
。
（
一
同
み
な
踊
を
行
い
）
、

三
回
（
踊
す
る
こ
と
）
を
三
回
繰
り
返
す
。
（
脱
い
だ
）
衰
服
（
の
左
袖
）
を

襲
し
て
（
も
と
に
も
ど
し
て
）
、
杖
つ
く
。

【
注
】
（
四
葉
表
三
行
）

踊
襲
衰
杖
、
成
子
禮
也
。

［
書
き
下
し
文
］

踊
し
、
衰
を
襲
し
て
、
杖
つ
く
は
、
子
礼
を
成
す
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

踊
を
行
い
、
（
脱
い
だ
）
衰
服
（
の
左
袖
）
を
襲
し
て
（
も
と
に
も
ど
し
て
）
、

杖
つ
く
の
は
、
子
と
し
て
の
礼
を
成
し
遂
げ
る
の
だ
。

【
疏
】
（
五
葉
表
三
行
）

○
祝
宰
宗
人
卿
大
夫
士
哭
踊
三
者
三
、
此
等
以
子
稽
顙
哭
、
故
亦
祝
宰
宗
人
在

堂
上
北
面
①
哭
、
衆
主
人
卿
大
夫
士
俱
在
西
階
下
北
面
、
哭
爲
踊
。
毎
踊
三
度
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爲
一
節
、
如
此
者
三
、
故
云
三
者
三
。
○
降
東
反
位
者
、
堂
上
皆
降
反
東
、
在

下
者
皆
東
反
朝
夕
哭
位
。
降
者
、
謂
降
自
西
階
也
。
皆
袒
者
、
以
初
堂
上
堂
下

之
哭
、
非
正
位
、
故
不
袒
。
今
反
朝
夕
哭
位
、
故
皆
袒
。
○
子
踊
房
中
亦
踊
者
、

以
上
文
、
子
不
踊
、
房
中
亦
不
踊
。
至
此
乃
踊
、
故
云
子
踊
房
中
亦
踊
。
明
祝

宰
宗
人
衆
主
人
及
卿
大
夫
士
、
反
位
亦
皆
踊
也
。
當
子
踊
之
時
、
亦
袒
也
。
故

下
注
云
、
踊
襲
衰
杖
、
成
子
禮
也
。
既
云
襲
、
明
初
時
袒
也
。
皇
氏
云
、
子
踊

不
袒
。
若
然
、
子
初
不
袒
、
何
得
後
有
襲
乎
。
皇
氏
説
非
也
。

①
底
本
は
「
皆
曰
」
に
誤
る
。
八
行
本
等
に
よ
り
「
北
面
」
に
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
「
祝
宰
宗
人
卿
大
夫
士
哭
踊
す
、
三
た
び
す
る
こ
と
三
た
び
す
」
と
は
、
此

れ
等
、
子
の
稽
顙
し
て
哭
す
る
を
以
て
、
故
に
亦
た
祝
宰
宗
人
も
堂
上
に
在
り

て
北
面
し
て
哭
し
、
衆
主
人
卿
大
夫
士
は
、
俱
に
西
階
の
下
に
在
り
て
北
面
し
、

哭
し
て
踊
を
為
す
。
踊
す
る
こ
と
三
度
毎
に
一
節
と
為
し
、
此
く
の
如
き
者
三

た
び
す
、
故
に
「
三
た
び
す
る
こ
と
三
た
び
す
」
と
云
ふ
。
○
「
降
り
て
東
し

て
位
に
反
る
」
と
は
、
堂
上
皆
な
降
り
て
東
に
反
り
、
下
に
在
る
者
皆
な
東
し

て
朝
夕
の
哭
位
に
反
る
。
降
る
と
は
、
降
る
に
西
階
自
り
す
る
を
謂
ふ
な
り
①
。

「
皆
な
袒
す
」
と
は
、
初
め
堂
上
堂
下
の
哭
、
正
位
に
非
ざ
る
を
以
て
、
故
に

袒
せ
ず
。
今
、
朝
夕
の
哭
位
に
反
る
、
故
に
皆
な
袒
す
②
。
○
「
子
踊
し
、
房

中
も
亦
た
踊
す
」
と
は
、
上
文1b3

子
踊
せ
ざ
れ
ば
、
房
中
も
亦
た
踊
せ
ず
、

此
に
至
り
て
乃
ち
踊
す
る
を
以
て
、
故
に
「
子
踊
し
て
、
房
中
も
亦
た
踊
す
」

と
云
ふ
。
明
ら
け
し
祝
宰
宗
人
衆
主
人
及
び
卿
大
夫
士
の
位
に
反
る
も
亦
た
皆

な
踊
す
る
こ
と
。
子
踊
す
る
の
時
に
当
た
り
て
、
亦
た
袒
す
る
な
り
。
故
に
下

注
に
云
ふ
、
「
踊
し
、
衰
を
襲
し
て
、
杖
つ
く
は
、
子
礼
を
成
す
な
り
」
と
。

既
に
「
襲
」
と
云
は
ば
、
明
ら
け
し
初
時
に
袒
す
る
こ
と
。
皇
氏
云
ふ
、
「
子

踊
す
る
も
袒
せ
ず
」
と
。
若
し
然
ら
ば
、
子
初
め
よ
り
袒
せ
ず
、
何
ぞ
得
て
後

に
襲
す
る
こ
と
有
る
か
。
皇
氏
の
説
非
な
り
。

①
こ
こ
で
西
階
よ
り
降
る
と
す
る
の
は
、
『
儀
礼
』
士
喪
礼

37-13b

「
祝

闔
戸
、
先
降
自
西
階
」
に
拠
る
か
。

②
『
儀
礼
』
士
喪
礼
で
は
朝
夕
の
哭
に
お
い
て
「
袒
」
す
る
か
否
か
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

○
「
祝
宰
宗
人
卿
大
夫
士
哭
踊
す
、
三
た
び
す
る
こ
と
三
た
び
す
」
と
は
、
祝

以
下
は
、
子
が
稽
顙
し
て
哭
を
行
う
の
で
、
祝
・
宰
・
宗
人
も
ま
た
堂
上
で
北

面
し
て
哭
を
行
い
、
衆
主
人
・
卿
・
大
夫
・
士
も
、
と
も
に
西
階
の
下
で
北
面

し
て
、
哭
を
行
い
踊
を
行
う
の
だ
。
三
回
踊
す
る
ご
と
に
一
節
と
な
し
、
こ
の

一
節
を
三
た
び
繰
り
返
す
。
だ
か
ら
「
三
た
び
す
る
こ
と
三
た
び
す
」
と
言
う

の
だ
。
○
「
降
り
て
東
し
て
位
に
反
る
」
と
は
、
堂
上
（
に
い
た
者
は
）
み
な

降
り
て
東
（
の
朝
夕
の
哭
位
）
に
も
ど
り
、
（
堂
）
下
に
い
た
者
も
み
な
東
に

向
っ
て
朝
夕
の
哭
位
に
も
ど
る
（
と
い
う
こ
と
だ
）
。
（
こ
こ
で
）
「
降
る
」
と

は
、
西
階
か
ら
降
る
こ
と
を
言
う
。
「
皆
な
袒
す
」
と
は
、
初
め
に
堂
上
堂
下

で
行
っ
た
哭
は
、
本
来
の
位
（
で
行
っ
た
も
の
）
で
は
な
い
の
で
、
袒
（
左
袖

を
脱
ぐ
こ
と
）
は
し
な
か
っ
た
。
今
は
、
（
本
来
の
）
朝
夕
の
哭
位
に
も
ど
っ

て
い
る
か
ら
、
み
な
袒
を
す
る
の
だ
。
○
「
子
踊
し
、
房
中
も
亦
た
踊
す
」
と

は
、
上
文1b3

で
は
子
が
踊
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
房
中
（
婦
人
た
ち
）
も

ま
た
踊
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
（
子
と
婦
人
た
ち
が
）

踊
す
る
の
で
、
「
子
踊
し
、
房
中
も
亦
た
踊
す
」
と
言
う
の
だ
。
（
経
文
に
は

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）
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記
さ
れ
て
い
な
い
が
）
祝
・
宰
・
宗
人
・
衆
主
人
及
び
卿
・
大
夫
・
士
で
（
朝

夕
の
哭
）
位
に
も
ど
っ
た
者
た
ち
も
ま
た
み
な
踊
を
行
う
と
い
う
の
は
明
ら
か

だ
。
子
が
踊
を
行
う
時
に
、
（
彼
ら
も
）
ま
た
袒
を
す
る
の
だ
。
だ
か
ら
下
注

に
「
踊
し
、
衰
を
襲
し
て
、
杖
つ
く
は
、
子
礼
を
成
す
な
り
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
（
こ
の
注
で
）
す
で
に
「
襲
（
袒
し
て
脱
い
だ
袖
を
も
と
に
も
ど
し
て
襲

（
か
さ
）
ね
着
す
る
こ
と
）
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
（
そ
れ
に
先
立

っ
て
）
初
め
の
時
に
袒
を
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
皇
侃
は
、
「
子
は
踊

を
行
う
が
袒
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
子
は

初
め
か
ら
袒
を
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
（
な
ら
ば
）
ど
う
し
て
後
に
襲
を
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
皇
氏
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。

【
経
】
（
四
葉
表
三
行
）

奠
出
。

［
書
き
下
し
文
］

奠
出
ず
。

［
現
代
語
訳
］

（
朝
の
）
奠
（
供
え
物
）
が
下
げ
ら
れ
る
。

【
注
】
（
四
葉
表
三
行
）

亦
謂
朝
奠
。

［
書
き
下
し
文
］

亦
た
朝
奠
を
謂
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

（
こ
の
「
奠
」
も
）
ま
た
朝
奠
に
つ
い
て
言
う
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
五
葉
表
八
行
）

○

正
義
曰
、
恐
是
見
子
、
故
爲
奠
祭
、
故
云
亦
謂
朝
奠
。
以
告
生
之
時
遂
朝

奠
、
故
云
亦
謂
朝
奠
。
知
非
特
奠
者
、
在
殯
無
特
告
奠
之
法
故
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○

正
義
に
曰
く
、
是
れ
子
を
見
る
、
故
に
奠
祭
を
為
す
か
と
恐
る
、
故
に
「
亦

た
朝
奠
を
謂
ふ
」
と
云
ふ
。
生
ま
る
る
を
告
ぐ
る
の
時
「
遂
に
朝
奠
す
る
」（1b4

）

を
以
て
、
故
に
「
亦
た
朝
奠
を
謂
ふ
」
と
云
ふ
。
特
に
奠
す
る
に
非
ざ
る
を
知

れ
る
は
、
殯
に
在
り
て
特
に
告
げ
て
奠
す
る
の
法
無
き
が
故
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○

正
義
に
曰
く
、
こ
れ
は
子
を
（
亡
君
に
）
会
わ
せ
る
礼
で
あ
る
が
故
に
奠

祭
（
供
え
物
を
し
て
神
を
祭
る
こ
と
）
を
す
る
と
誤
解
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、

そ
れ
で
「
亦
た
朝
奠
を
謂
ふ
」
と
言
っ
（
て
こ
れ
が
朝
奠
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
）
た
の
だ
。（
先
に
）
生
ま
れ
た
の
を
告
げ
た
時
に
も
「
遂
に
朝
奠
す
」

と
あ
っ
た
の
で
、
（
「
亦
」
字
を
付
け
て
）
「
亦
た
朝
奠
を
謂
ふ
」
と
言
っ
た
の

だ
。
（
子
を
会
わ
せ
る
に
際
し
て
）
特
に
奠
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
分
か
る
の

は
、
殯
に
対
し
て
は
、
特
に
告
げ
て
奠
す
る
と
い
う
き
ま
り
が
無
い
か
ら
で
あ

る
。

【
経
】
（
四
葉
表
三
行
）

大
宰
命
祝
史
、
以
名
徧
告
于
五
祀
山
川
。

［
書
き
下
し
文
］
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大
宰
、
祝
史
に
命
じ
て
、
名
を
以
て
徧
く
五
祀
①
山
川
に
告
げ
し
む
。

①
池
田
末
利
「
五
祀
考
」
（
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
』
東
海
大
学
出
版

会
、
一
九
八
一
年
、
所
収
、
も
と
『
東
方
宗
教
』
第
一
七
号
、
一
九
六

一
年
）
は
三
礼
中
の
「
五
祀
」
を
「
地
示
（
祇
）
の
五
祀
」
と
「
宮
中

の
五
祀
」
と
に
二
分
し
、
曾
子
問
の
「
五
祀
」
を
前
者
に
当
て
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］

大
宰
、
祝
史
に
命
じ
て
、（
子
の
）
名
を
あ
ま
ね
く
五
祀
山
川
に
告
げ
さ
せ
る
。

【
注
】
（
四
葉
表
四
行
）

因
負
子
名
之
。
喪
、
於
禮
畧
也
。

［
書
き
下
し
文
］

子
を
負
ふ
に
因
り
て
之
に
名
づ
く
。
喪
、
礼
に
於
て
略
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

子
を
抱
い
（
て
亡
君
に
合
わ
せ
）
た
の
に
因
っ
て
子
に
名
付
け
た
の
だ
。
（
通

常
、
生
後
三
か
月
目
に
名
付
け
る
の
に
、
三
日
目
に
し
て
す
で
に
名
付
け
る
の

は
）
喪
の
礼
は
簡
略
を
旨
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
五
葉
表
九
行
）

○

正
義
曰
、
按
内
則
及
左
傳
桓
六
年
、
皆
三
月
乃
名
之
。
今
此
因
負
子
三
日

即
名
之
。
以
喪
事
促
遽
、
於
禮
簡
畧
、
不
暇
待
三
月
也
。
上
見
殯
之
時
、
既
以

名
告
、
故
云
某
之
子
某
。
鄭
於
此
乃
解
名
者
、
以
經
有
名
文
、
而
遂
解
之
。
非

謂
告
山
川
之
時
、
始
作
名
也
。
若
依
皇
氏
、
以
見
殯
後
乃
作
名
、
故
鄭
於
此
解

之
。

［
書
き
下
し
文
］

○

正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
内
則
及
び
『
左
伝
』
桓
六
年
、
皆
な
三
月
に
し

て
乃
ち
之
に
名
づ
く
①
。
今
此
れ
子
を
負
ふ
に
因
り
て
三
日
に
し
て
即
ち
之
に

名
づ
く
。
喪
事
は
促
遽
な
る
を
以
て
、
礼
に
於
て
簡
略
に
し
て
、
三
月
を
待
つ

に
暇
あ
ら
ず
。
上
の
殯
に
見
ゆ
る
の
時
、
既
に
名
を
以
て
告
ぐ
、
故
に
「
某
の

子
某
」
と
云
ふ
。
鄭
此
に
於
て
乃
ち
名
を
解
す
る
は
、
経
に
「
名
」
の
文
有
る

を
以
て
、
遂
に
之
を
解
す
。
山
川
に
告
ぐ
る
の
時
、
始
め
て
名
を
作
す
を
謂
ふ

に
非
ず
。
若
し
皇
氏
に
依
ら
ば
②
、
殯
に
見
え
て
後
乃
ち
名
を
作
す
を
以
て
、

故
に
鄭
此
於
て
之
を
解
す
。

①
『
春
秋
左
氏
伝
』
桓
公
六
年
伝6-21a

「
九
月
丁
卯
、
子
同
生
、
以
大

子
生
之
禮
舉
之
、
接
以
大
牢
、
卜
士
負
之
、
士
妻
食
之
。
公
與
文
姜
宗

婦
命
之
。
（
注22a10

世
子
生
三
月
、
君
夫
人
沐
浴
於
外
寢
、
立
於
阼
階

西
郷
、
世
婦
抱
子
、
升
自
西
階
、
君
命
之
乃
降
、
蓋
同
宗
之
婦
。
）
公
問

名
於
申
繻
、
…
」
こ
の
伝
文
に
は
生
ま
れ
て
三
か
月
目
に
名
を
付
け
る

こ
と
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
礼
記
』
内
則
に
つ
い
て
は
上
注
参
照
。

②
皇
侃
の
解
釈
は5a2

に
見
え
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］

○

正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
（
『
礼
記
』
）
内
則
及
び
『
春
秋
左
氏
伝
』
桓
公

六
年
で
は
、
い
ず
れ
も
（
子
が
生
ま
れ
て
）
三
か
月
経
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
名

を
付
け
る
と
し
て
い
る
。
今
こ
こ
で
は
子
を
抱
い
（
て
亡
君
に
会
わ
せ
）
た
の

に
因
っ
て
、
（
生
後
）
三
日
目
に
し
て
名
を
付
け
た
の
だ
。
喪
の
事
は
速
や
か

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
礼
は
簡
略
を
旨
と
し
て
お
り
、
（
こ

こ
で
子
に
名
を
付
け
る
に
し
て
も
）
三
か
月
を
待
つ
だ
け
の
余
裕
が
な
い
の
だ
。

礼記注疏訳注稿（七）―曾子問第七（一）―（末永）
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上
で
（
子
が
亡
君
の
）
殯
に
見
え
る
時
に
、
既
に
名
を
（
亡
君
に
）
告
げ
て
い

て
、
そ
れ
故
（
そ
の
場
で
）
「
某
の
子
某
」
と
言
っ
て
い
る
。
（
そ
こ
で
す
で

に
命
名
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
）
鄭
玄
が
こ
の
部
分
に
至
っ
て
よ
う
や
く
名
に

つ
い
て
解
釈
を
下
し
て
い
る
の
は
、
経
文
に
「
名
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま

こ
れ
を
解
釈
し
た
の
だ
。
山
川
に
告
げ
る
時
に
、
始
め
て
名
を
付
け
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
か
り
に
皇
侃
の
解
釈
に
依
る
な
ら
ば
、
殯
に
見
え
た
後

に
よ
う
や
く
（
子
に
）
名
を
付
け
る
の
で
、
鄭
玄
は
こ
こ
で
解
釈
を
下
し
た
こ

と
に
な
る
（
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
）
。

（
付
記
）
本
研
究
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（

）
課
題
番
号
１

C

７
Ｋ
０
２
２
０
６
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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